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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室     33－1115

●『町の人口』について
   毎月掲載している『町の人口』については、現在『平
　成２２年国勢調査』の集計作業を行っていますので、
　集計結果が発表され次第、掲載を再開します。

■新着図書　ご案内

　    　著・須藤 孝光／新潮社
　　 資料を掘り起こし、真実を伝えるドキュメントノベル。
　　　 日本がいま、最も欲しい男。
　　 再生への命運がかかる１９５１年、この男が大鉈を振るう！
　　 商工省解体、通産省発足、電力再編、平和条約－。
　　 やるべきことの信念は曲げず、手柄は他人へ。
　　 既得権益をばっさり斬り、現場を信じつづけた手腕を見よ！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　著・北 康利／講談社　
       不思議な存在感の持ち主…。それが 白洲次郎氏であった。
      その人物がどんな風に育ち、人格を形成していったかを、
      話題豊かに展開していく快著である。　（城山 三郎  評）

　　　　　　　　　　　　　　　　著・青柳 恵介／新潮社

■10月の行事
　★おはなし会『ひまわり』
　　　１０月８日（土）   １４時～14時30分
　※今月の『ライブラリーこぐま』は、お休みです

■臨時休館のお知らせ
　図書の整理のため、ご迷惑をおかけしますが、
１０月１３日（木）～２６日（水）は、休館します。
ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

２５６冊
４，６６７人
８，４８７冊

３４人

『白洲次郎　日本を復興させた男』

『白洲次郎　占領を背負った男』　

■8月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

■町民会館からお知らせ　  ☎３３－３３３０
●劇団四季ミュージカル“ユタと不思議な仲間たち”
【日　時】　　　　　　　　【料　金】
　１１月５日（土）　　　　　Ｓ席　４，２００円
　開場１８時００分　　　　　Ａ席　３，１５０円
　開演１８時３０分　　　　（税込み）★全席指定

　舞台は東北の山奥の村。勇太は東京から母の故郷の村
に転校してくる。
　村の子ども達からいじめられ、故郷に帰って村の言葉
を話すようになった母はなんだか遠くなったよう。
　一人ぼっちのユタは村の老人から聞いた不思議な言い
伝えに残る「座敷わらし」と出会い、生きる事の素晴ら
しさを学んでいく。
　みんなは一人のために
　　一人はみんなのために
　いじめ問題に真正面から取り
組んだ劇団四季オリジナルミュ
ージカル。
　生きる勇気がわいています。
　どうぞご鑑賞下さい。
 （チケット発売中！）　

■資料館だより
●『林良斎展』開催
【期　間】１０月１日（土）～１１月３０日（水）
【場　所】多度津町立資料館
【時　間】９時～１６時３０分

篤信好学の人・林良斎を偲ぶ　～『林良斎展』に寄せて～
　多度津藩家老職の林家７代良斎は、幼少より儒学・詩
文を学び、病身のための隠居後も、大塩平八郎中斎の私
塾「洗心洞」で陽明学を学ぶ。のち、中斎が多度津を訪
ね、さらに良斎が大坂に出向いて知行合一や致良知の教
えを受けている。師恩友益に恵まれた晩年の良斎は、私
塾「弘濱書院」を多度津堀江に開き、その高邁な思想のも
とに藩士や一般子弟の教育に尽力した。由緒ある書院は
林求馬邸内に復元されている。
　良斎関係の史・資料を、
一堂に展覧する『林良斎展』
のご高覧を！　
（財）多度津文化財保存会
　（写真は、林良斎の墓碑。多度津町本通　勝林寺境内墓地）

●

●

『風の男　白洲次郎』　●

■こんなん　ありました♪

■ちょっと　ついでに♪
　旧白洲邸「武相荘（ぶあいそう）」　≪東京都町田市≫
　　～白洲次郎と正子が終の住み処とした
　　　　　　　邸宅が一般公開されております～
　昭和１８年より、白洲夫婦が手を入れながら大切に
住んでいた茅葺き屋根の母屋。その展示をメインに、
当時の暮らしぶりを、四季折々のしつらえで紹介して
います。展示品は庭の石仏や石塔、調度品や樹木にい
たるまで、屋敷にあるすべてを芸術とみなし、センス
あふれる暮らしぶりが垣間見えます。　
http：//www．buaiso．com/

（関連記事・・・・・・・１３Ｐ）

●  『第２１回　わんぱく寺子屋』●  『第２１回　わんぱく寺子屋』
ちりょうち
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たどつ子ども議会たどつ子ども議会たどつ子ども議会たどつ子ども議会

平成23年度  たどつ子ども議会  開催平成23年度 たどつ子ども議会
子どもたちの意見を町政に！

　多度津町の将来を担う子どもたちが、「故郷たどつ」
の姿をよく見つめ、快適で住みよいまちをつくるために、
町に対して自分の夢や希望を話してもらう『平成２３年
度たどつ子ども議会』が、８月２５日（木）に多度津町
役場本会議場で開催されました。
　各小学校・中学校から選出された１５名の子ども議員
の皆さんからは、社会情勢を踏まえたするどい意見や、
柔軟で率直な質問が町執行部に投げかけられ、多度津町
の明るい未来を想像させる有意義な議会になりました。

問
】 

花
壇
の
水
や
り

を
す
る
と
き
に
「
水

を
ム
ダ
に
し
な
い
よ

う
に
！
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
植
木
や
花
に
も
水
が
必
要
で
す
。

　そ
こ
で
「
雨
水
タ
ン
ク
」
の
設
置
を
提

案
し
ま
す
。
雨
水
を
利
用
で
き
れ
ば
、
節

水
や
節
電
に
も
な
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　最
初
は
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
か
ら
始

め
る
と
、
各
家
庭
に
も
広
が
り
や
す
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
】 
公
共
施
設
の
雨
水
利
用
に
つ
い
て
は
、

一
般
家
庭
や
事
業
所
と
同
じ
様
に
、
原
則

的
に
は
散
水
や
ト
イ
レ
の
水
に
利
用
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
学
校
な
ど
の
公
共

施
設
に
「
雨
水
タ
ン
ク
」
を
設
置
す
れ
ば
、

更
な
る
節
水
に
は
な
り
ま
す
が
、
設
置
に

は
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
建
設

さ
れ
る
公
共
施
設
に
は
、
初
め
か
ら
雨
水

等
を
活
用
で
き
る
施
設
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
既
存
の
施
設
に
つ
い
て
も
活
用
方

法
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　再
生
水
の
利
用
に
つ
い
て
は
全
国
的
に

見
て
も
先
進
地
で
あ
り
、
環
境
に
や
さ
し

い
町
に
な
る
た
め
に
、
今
後
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。【
上
下
水
道
課
・
環
境
課
】

問
】 

多
度
津
町
の
人

口
は
、
40
年
前
よ
り

増
え
て
は
い
ま
す
が
、

子
ど
も
の
数
は
減
り
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　な
ぜ
そ
う
変
化
し
た
の
で
す
か
。
ま
た
、

高
齢
化
が
進
む
中
、
子
ど
も
の
数
を
増
や

す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

答
】 

町
の
現
在
の
人
口
は
２
３
，
６
０
６

人
で
す
。
昭
和
46
年
に
２
０
，
８
８
２
人

だ
っ
た
人
口
が
、
平
成
２
年
ま
で
に
約
３
，

５
０
０
人
も
増
え
て
、
そ
れ
を
ピ
ー
ク
に
、

７
０
０
人
以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
そ
の
頃
か
ら
、
生
れ
る
子
ど
も

よ
り
、
亡
く
な
る
人
の
数
の
方
が
多
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
医
療
の
進
歩
と

と
も
に
、
長
生
き
で
き
る
人
も
増
え
、「
少

子
高
齢
化
」
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

　若
い
年
代
の
家
族
に
多
度
津
町
に
住
ん

で
も
ら
い
、
一
家
庭
当
た
り
の
子
ど
も
の

数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
数

が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
子

ど
も
手
当
の
支
給
、
７
歳
の
誕
生
月
ま
で

の
医
療
費
の
無
料
化
、
育
児
の
相
談
や
お

母
さ
ん
同
士
が
集
ま
れ
る
場
所
の
提
供
な

ど
、
子
育
て
に
対
す
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。
【
住
民
課
・
福
祉
保
健
課
】

問
】 

多
度
津
町
に
は
、

消
防
署
が
１
か
所
し

か
な
い
た
め
、
救
急

車
を
呼
ん
だ
時
に
、

遠
い
所
と
近
い
所
で
は
、
到
着
ま
で
に
か

か
る
時
間
が
大
き
く
違
う
の
で
は
な
い
か
、

と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　消
防
署
で
は
、
速
く
救
助
に
行
け
る
よ

う
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か
。

答
】 

消
防
署
の
設
置
数
は
、
国
か
ら
基
本

的
な
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、
多
度
津
町

で
は
１
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21

年
中
の
統
計
で
は
、
１
１
９
番
通
報
か
ら

現
場
到
着
ま
で
の
所
要
時
間
の
全
国
平
均

は
７
．
９
分
、
香
川
県
で
は
７
．
４
分
、

多
度
津
町
は
４
．
５
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　消
防
署
員
は
救
助
用
消
防
車
や
ポ
ン
プ

車
、
救
急
車
な
ど
の
機
械
器
具
が
正
常
に

機
能
し
て
い
る
か
を
毎
朝
、
始
動
点
検
を

行
う
と
と
も
に
、
１
年
間
を
通
じ
て
定
期

的
に
出
場
訓
練
や
救
助
器
具
の
取
扱
い
訓

練
、
ま
た
、
地
区
ご
と
に
現
場
を
想
定
し
、

出
場
経
路
な
ど
の
図
上
訓
練
を
実
施
し
、

１
分
１
秒
で
も
速
く
現
場
に
着
き
、
大
切

な
人
命
を
守
る
た
め
努
力
し
て
い
ま
す
の

で
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
消
防
本
部
】

★
公
共
施
設
で
の
雨
水
利
用
を
！

●
　
江
本
　
成
輝
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
小
学
校
６
年
）

★
子
ど
も
の
数
を
増
や
す
対
策
は
？

●
　
大
岡
　
も
も
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
小
学
校
６
年
）

★
早
く
救
助
に
行
け
る
工
夫
は
？

●
　
糸
川
　
理
子
　
議
員

　
　
　
　
（
豊
原
小
学
校
６
年
）

問
】 

用
水
路
な
ど
に

溜
ま
っ
た
ゴ
ミ
が
通

学
路
に
う
ち
上
げ
ら

れ
、
ゴ
ミ
が
固
ま
り
、

つ
ま
ず
き
そ
う
に
な
る
所
が
あ
り
ま
す
。

　毎
月
第
３
日
曜
日
の
清
掃
奉
仕
活
動
に
、

私
も
参
加
し
た
事
が
あ
り
ま
す
が
、
清
掃

活
動
で
川
や
道
路
が
き
れ
い
に
な
っ
て
も
、

よ
ご
す
人
が
い
る
事
が
悲
し
い
で
す
。
き

れ
い
な
川
を
保
つ
た
め
の
対
策
は
あ
り
ま

す
か
。
ま
た
、
危
な
い
ゴ
ミ
の
除
去
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
ま
す
か
。

答
】 

多
度
津
町
に
は
、
桜
川
と
弘
田
川
の

２
本
の
河
川
が
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
き

れ
い
な
川
と
は
い
え
ず
、
雨
が
降
る
と
一

挙
に
ゴ
ミ
の
量
が
増
え
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
不
法
投
棄
し
た
ゴ
ミ
で
あ
り
、
モ
ラ
ル

や
意
識
レ
ベ
ル
の
低
さ
が
原
因
で
す
。

　毎
月
第
３
日
曜
日
を
「
環
境
美
化
の
日
」

と
し
て
、
町
民
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
、
各
地
区
の
池
、
河
川
、
道
路
、

水
路
等
の
清
掃
を
実
施
し
、
モ
ラ
ル
や
意

識
レ
ベ
ル
の
向
上
、
不
法
投
棄
を
さ
せ
な

い
、
許
さ
な
い
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
各

種
団
体
等
が
収
集
し
た
ゴ
ミ
は
、
出
来
る

だ
け
早
く
回
収
し
て
お
り
ま
す
。【
環
境
課
】

問
】 

図
書
館
の
本
の

種
類
を
増
や
す
、
新

し
い
本
を
購
入
す
る

な
ど
、
図
書
館
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

　個
々
に
区
切
っ
た
学
習
ス
ペ
ー
ス
が
あ

れ
ば
、
本
を
使
っ
て
の
調
べ
学
習
も
で
き

ま
す
。
そ
し
て
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
も

っ
と
調
べ
た
い
こ
と
を
検
索
で
き
ま
す
。

　学
習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
目
を
も
ち
、

色
々
な
人
が
自
由
に
勉
強
で
き
る
学
習
の

場
と
し
て
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

答
】 

町
立
明
徳
会
図
書
館
に
は
、約
８
万
５

千
の
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
建
物
に
つ
い
て
は
、
昭
和
57
年
に
移
転

新
築
さ
れ
、
約
30
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
。

　本
の
購
入
計
画
で
す
が
、
昨
年
度
は
、

２
，
５
０
０
冊
余
の
本
を
購
入
し
、
本
年

度
も
同
数
程
度
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
児
童
書
の
充
実
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　学
習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
は
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

や
パ
ソ
コ
ン
の
整
備
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
改
修

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
大
前
議
員
の
よ
う

に
本
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
人
を
一
人

で
も
多
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。【
教
育
課
】

問
】 

多
度
津
町
内
の

学
校
に
は
ク
ー
ラ
ー

が
あ
り
ま
せ
ん
。
暑

さ
に
負
け
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、

蒸
し
風
呂
の
よ
う
な
夏
場
の
教
室
で
は
、

勉
強
に
集
中
す
る
の
は
難
し
い
で
す
。

　香
川
県
内
の
多
く
の
学
校
で
は
、
冷
暖

房
設
備
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
が
、
多
度
津
町
内
の
学
校
に
ク

ー
ラ
ー
を
付
け
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

答
】 

ク
ー
ラ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
快
適
な

学
習
環
境
と
な
り
、
勉
強
へ
の
意
欲
へ
と

つ
な
が
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
急
な
温

度
差
に
よ
り
体
調
を
崩
し
た
り
、
自
分
で

体
温
調
節
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
設
置
す
る
に
も
維
持

す
る
に
も
、
多
額
の
費
用
が
必
要
で
す
。

　体
調
管
理
や
維
持
管
理
の
観
点
か
ら
、

植
物
に
よ
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
、
扇

風
機
で
体
感
温
度
を
下
げ
る
な
ど
、
自
然

の
力
を
利
用
す
る
こ
と
が
、
環
境
に
や
さ

し
く
、
皆
さ
ん
の
体
に
も
無
理
な
負
担
を

か
け
な
い
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ

数
年
の
暑
さ
は
尋
常
で
は
な
く
、
今
後
は

近
隣
市
町
の
取
り
組
み
も
考
慮
し
な
が
ら
、

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
【
教
育
課
】

問
】 

友
だ
ち
が
「
通

学
路
に
草
が
生
い
茂
っ

て
歩
き
に
く
く
、
仕

方
な
く
路
側
帯
の
内

側
を
歩
い
て
い
る
け
ど
、
車
が
通
る
の
で

怖
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小

学
校
に
登
る
急
な
坂
道
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
が
デ
コ
ボ
コ
し
て
い
て
、
雨
で
ぬ
れ
た

坂
道
で
は
、
す
べ
っ
て
転
ぶ
人
も
い
ま
す
。

　道
路
の
整
備
や
改
修
は
ど
の
よ
う
な
計

画
で
進
め
て
い
ま
す
か
。
そ
の
際
、
私
た

ち
に
手
伝
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
】 

多
度
津
町
が
管
理
し
て
い
る
道
路
は

約
１
４
５
．
７
k
m
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外

に
農
道
や
県
が
管
理
す
る
県
道
、
国
が
管

理
す
る
国
道
が
あ
り
、
そ
の
道
路
に
よ
っ

て
道
路
管
理
者
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
路
の
維
持
補
修
に
は
、
通
行
に
支
障
の

あ
る
雑
草
の
草
刈
や
舗
装
の
補
修
、
道
路

の
横
に
あ
る
水
路
の
修
繕
等
が
あ
り
ま
す
。

　今
回
の
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
県
管
理

道
路
と
学
校
施
設
の
道
路
で
す
の
で
、
各

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

　道
路
は
、
誰
も
が
利
用
す
る
大
切
な
も

の
で
す
の
で
、
今
後
も
地
域
の
方
々
に
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
道

路
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。【
建
設
課
】

★
き
れ
い
な
川
を
保
つ
対
策
は
？

●
　
富
田
　
夏
海
　
議
員

　
　
　
　
（
豊
原
小
学
校
６
年
）

★
図
書
館
の
さ
ら
な
る
充
実
を
！

●
　
大
前
　
　
駿
　
議
員

　
　
　
　
（
四
箇
小
学
校
６
年
）

★
学
校
に
冷
暖
房
設
備
を
！

●
　
堀
金
　
省
吾
　
議
員

　
　
　
　
（
四
箇
小
学
校
６
年
）

★
道
路
の
整
備
や
改
修
の
計
画
は
？

●
　
友
枝
　
椎
菜
　
議
員

　
　
　
　
（
白
方
小
学
校
６
年
）
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たどつ子ども議会たどつ子ども議会たどつ子ども議会たどつ子ども議会

平成23年度  たどつ子ども議会  開催
子どもたちの意見を町政に！

　多度津町の将来を担う子どもたちが、「故郷たどつ」
の姿をよく見つめ、快適で住みよいまちをつくるために、
町に対して自分の夢や希望を話してもらう『平成２３年
度たどつ子ども議会』が、８月２５日（木）に多度津町
役場本会議場で開催されました。
　各小学校・中学校から選出された１５名の子ども議員
の皆さんからは、社会情勢を踏まえたするどい意見や、
柔軟で率直な質問が町執行部に投げかけられ、多度津町
の明るい未来を想像させる有意義な議会になりました。

問
】 

花
壇
の
水
や
り

を
す
る
と
き
に
「
水

を
ム
ダ
に
し
な
い
よ

う
に
！
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
植
木
や
花
に
も
水
が
必
要
で
す
。

　そ
こ
で
「
雨
水
タ
ン
ク
」
の
設
置
を
提

案
し
ま
す
。
雨
水
を
利
用
で
き
れ
ば
、
節

水
や
節
電
に
も
な
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　最
初
は
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
か
ら
始

め
る
と
、
各
家
庭
に
も
広
が
り
や
す
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
】 

公
共
施
設
の
雨
水
利
用
に
つ
い
て
は
、

一
般
家
庭
や
事
業
所
と
同
じ
様
に
、
原
則

的
に
は
散
水
や
ト
イ
レ
の
水
に
利
用
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
学
校
な
ど
の
公
共

施
設
に
「
雨
水
タ
ン
ク
」
を
設
置
す
れ
ば
、

更
な
る
節
水
に
は
な
り
ま
す
が
、
設
置
に

は
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
建
設

さ
れ
る
公
共
施
設
に
は
、
初
め
か
ら
雨
水

等
を
活
用
で
き
る
施
設
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
既
存
の
施
設
に
つ
い
て
も
活
用
方

法
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　再
生
水
の
利
用
に
つ
い
て
は
全
国
的
に

見
て
も
先
進
地
で
あ
り
、
環
境
に
や
さ
し

い
町
に
な
る
た
め
に
、
今
後
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。【
上
下
水
道
課
・
環
境
課
】

問
】 

多
度
津
町
の
人

口
は
、
40
年
前
よ
り

増
え
て
は
い
ま
す
が
、

子
ど
も
の
数
は
減
り
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　な
ぜ
そ
う
変
化
し
た
の
で
す
か
。
ま
た
、

高
齢
化
が
進
む
中
、
子
ど
も
の
数
を
増
や

す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

答
】 

町
の
現
在
の
人
口
は
２
３
，
６
０
６

人
で
す
。
昭
和
46
年
に
２
０
，
８
８
２
人

だ
っ
た
人
口
が
、
平
成
２
年
ま
で
に
約
３
，

５
０
０
人
も
増
え
て
、
そ
れ
を
ピ
ー
ク
に
、

７
０
０
人
以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。

　一
方
、
そ
の
頃
か
ら
、
生
れ
る
子
ど
も

よ
り
、
亡
く
な
る
人
の
数
の
方
が
多
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
医
療
の
進
歩
と

と
も
に
、
長
生
き
で
き
る
人
も
増
え
、「
少

子
高
齢
化
」
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

　若
い
年
代
の
家
族
に
多
度
津
町
に
住
ん

で
も
ら
い
、
一
家
庭
当
た
り
の
子
ど
も
の

数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
数

が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
子

ど
も
手
当
の
支
給
、
７
歳
の
誕
生
月
ま
で

の
医
療
費
の
無
料
化
、
育
児
の
相
談
や
お

母
さ
ん
同
士
が
集
ま
れ
る
場
所
の
提
供
な

ど
、
子
育
て
に
対
す
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。
【
住
民
課
・
福
祉
保
健
課
】

問
】 

多
度
津
町
に
は
、

消
防
署
が
１
か
所
し

か
な
い
た
め
、
救
急

車
を
呼
ん
だ
時
に
、

遠
い
所
と
近
い
所
で
は
、
到
着
ま
で
に
か

か
る
時
間
が
大
き
く
違
う
の
で
は
な
い
か
、

と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　消
防
署
で
は
、
速
く
救
助
に
行
け
る
よ

う
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か
。

答
】 

消
防
署
の
設
置
数
は
、
国
か
ら
基
本

的
な
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、
多
度
津
町

で
は
１
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21

年
中
の
統
計
で
は
、
１
１
９
番
通
報
か
ら

現
場
到
着
ま
で
の
所
要
時
間
の
全
国
平
均

は
７
．
９
分
、
香
川
県
で
は
７
．
４
分
、

多
度
津
町
は
４
．
５
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　消
防
署
員
は
救
助
用
消
防
車
や
ポ
ン
プ

車
、
救
急
車
な
ど
の
機
械
器
具
が
正
常
に

機
能
し
て
い
る
か
を
毎
朝
、
始
動
点
検
を

行
う
と
と
も
に
、
１
年
間
を
通
じ
て
定
期

的
に
出
場
訓
練
や
救
助
器
具
の
取
扱
い
訓

練
、
ま
た
、
地
区
ご
と
に
現
場
を
想
定
し
、

出
場
経
路
な
ど
の
図
上
訓
練
を
実
施
し
、

１
分
１
秒
で
も
速
く
現
場
に
着
き
、
大
切

な
人
命
を
守
る
た
め
努
力
し
て
い
ま
す
の

で
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
消
防
本
部
】

★
公
共
施
設
で
の
雨
水
利
用
を
！

●
　
江
本
　
成
輝
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
小
学
校
６
年
）

★
子
ど
も
の
数
を
増
や
す
対
策
は
？

●
　
大
岡
　
も
も
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
小
学
校
６
年
）

★
早
く
救
助
に
行
け
る
工
夫
は
？

●
　
糸
川
　
理
子
　
議
員

　
　
　
　
（
豊
原
小
学
校
６
年
）

問
】 
用
水
路
な
ど
に

溜
ま
っ
た
ゴ
ミ
が
通

学
路
に
う
ち
上
げ
ら

れ
、
ゴ
ミ
が
固
ま
り
、

つ
ま
ず
き
そ
う
に
な
る
所
が
あ
り
ま
す
。

　毎
月
第
３
日
曜
日
の
清
掃
奉
仕
活
動
に
、

私
も
参
加
し
た
事
が
あ
り
ま
す
が
、
清
掃

活
動
で
川
や
道
路
が
き
れ
い
に
な
っ
て
も
、

よ
ご
す
人
が
い
る
事
が
悲
し
い
で
す
。
き

れ
い
な
川
を
保
つ
た
め
の
対
策
は
あ
り
ま

す
か
。
ま
た
、
危
な
い
ゴ
ミ
の
除
去
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
ま
す
か
。

答
】 

多
度
津
町
に
は
、
桜
川
と
弘
田
川
の

２
本
の
河
川
が
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
き

れ
い
な
川
と
は
い
え
ず
、
雨
が
降
る
と
一

挙
に
ゴ
ミ
の
量
が
増
え
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
不
法
投
棄
し
た
ゴ
ミ
で
あ
り
、
モ
ラ
ル

や
意
識
レ
ベ
ル
の
低
さ
が
原
因
で
す
。

　毎
月
第
３
日
曜
日
を
「
環
境
美
化
の
日
」

と
し
て
、
町
民
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
、
各
地
区
の
池
、
河
川
、
道
路
、

水
路
等
の
清
掃
を
実
施
し
、
モ
ラ
ル
や
意

識
レ
ベ
ル
の
向
上
、
不
法
投
棄
を
さ
せ
な

い
、
許
さ
な
い
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
各

種
団
体
等
が
収
集
し
た
ゴ
ミ
は
、
出
来
る

だ
け
早
く
回
収
し
て
お
り
ま
す
。【
環
境
課
】

問
】 

図
書
館
の
本
の

種
類
を
増
や
す
、
新

し
い
本
を
購
入
す
る

な
ど
、
図
書
館
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

　個
々
に
区
切
っ
た
学
習
ス
ペ
ー
ス
が
あ

れ
ば
、
本
を
使
っ
て
の
調
べ
学
習
も
で
き

ま
す
。
そ
し
て
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
も

っ
と
調
べ
た
い
こ
と
を
検
索
で
き
ま
す
。

　学
習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
目
を
も
ち
、

色
々
な
人
が
自
由
に
勉
強
で
き
る
学
習
の

場
と
し
て
充
実
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

答
】 

町
立
明
徳
会
図
書
館
に
は
、約
８
万
５

千
の
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
建
物
に
つ
い
て
は
、
昭
和
57
年
に
移
転

新
築
さ
れ
、
約
30
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
。

　本
の
購
入
計
画
で
す
が
、
昨
年
度
は
、

２
，
５
０
０
冊
余
の
本
を
購
入
し
、
本
年

度
も
同
数
程
度
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
児
童
書
の
充
実
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　学
習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
は
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

や
パ
ソ
コ
ン
の
整
備
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
改
修

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
大
前
議
員
の
よ
う

に
本
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
人
を
一
人

で
も
多
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。【
教
育
課
】

問
】 

多
度
津
町
内
の

学
校
に
は
ク
ー
ラ
ー

が
あ
り
ま
せ
ん
。
暑

さ
に
負
け
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、

蒸
し
風
呂
の
よ
う
な
夏
場
の
教
室
で
は
、

勉
強
に
集
中
す
る
の
は
難
し
い
で
す
。

　香
川
県
内
の
多
く
の
学
校
で
は
、
冷
暖

房
設
備
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
が
、
多
度
津
町
内
の
学
校
に
ク

ー
ラ
ー
を
付
け
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

答
】 

ク
ー
ラ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
快
適
な

学
習
環
境
と
な
り
、
勉
強
へ
の
意
欲
へ
と

つ
な
が
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
急
な
温

度
差
に
よ
り
体
調
を
崩
し
た
り
、
自
分
で

体
温
調
節
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
設
置
す
る
に
も
維
持

す
る
に
も
、
多
額
の
費
用
が
必
要
で
す
。

　体
調
管
理
や
維
持
管
理
の
観
点
か
ら
、

植
物
に
よ
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
、
扇

風
機
で
体
感
温
度
を
下
げ
る
な
ど
、
自
然

の
力
を
利
用
す
る
こ
と
が
、
環
境
に
や
さ

し
く
、
皆
さ
ん
の
体
に
も
無
理
な
負
担
を

か
け
な
い
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ

数
年
の
暑
さ
は
尋
常
で
は
な
く
、
今
後
は

近
隣
市
町
の
取
り
組
み
も
考
慮
し
な
が
ら
、

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
【
教
育
課
】

問
】 

友
だ
ち
が
「
通

学
路
に
草
が
生
い
茂
っ

て
歩
き
に
く
く
、
仕

方
な
く
路
側
帯
の
内

側
を
歩
い
て
い
る
け
ど
、
車
が
通
る
の
で

怖
い
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小

学
校
に
登
る
急
な
坂
道
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
が
デ
コ
ボ
コ
し
て
い
て
、
雨
で
ぬ
れ
た

坂
道
で
は
、
す
べ
っ
て
転
ぶ
人
も
い
ま
す
。

　道
路
の
整
備
や
改
修
は
ど
の
よ
う
な
計

画
で
進
め
て
い
ま
す
か
。
そ
の
際
、
私
た

ち
に
手
伝
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
】 

多
度
津
町
が
管
理
し
て
い
る
道
路
は

約
１
４
５
．
７
k
m
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外

に
農
道
や
県
が
管
理
す
る
県
道
、
国
が
管

理
す
る
国
道
が
あ
り
、
そ
の
道
路
に
よ
っ

て
道
路
管
理
者
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
路
の
維
持
補
修
に
は
、
通
行
に
支
障
の

あ
る
雑
草
の
草
刈
や
舗
装
の
補
修
、
道
路

の
横
に
あ
る
水
路
の
修
繕
等
が
あ
り
ま
す
。

　今
回
の
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
県
管
理

道
路
と
学
校
施
設
の
道
路
で
す
の
で
、
各

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

　道
路
は
、
誰
も
が
利
用
す
る
大
切
な
も

の
で
す
の
で
、
今
後
も
地
域
の
方
々
に
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
道

路
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。【
建
設
課
】

★
き
れ
い
な
川
を
保
つ
対
策
は
？

●
　
富
田
　
夏
海
　
議
員

　
　
　
　
（
豊
原
小
学
校
６
年
）

★
図
書
館
の
さ
ら
な
る
充
実
を
！

●
　
大
前
　
　
駿
　
議
員

　
　
　
　
（
四
箇
小
学
校
６
年
）

★
学
校
に
冷
暖
房
設
備
を
！

●
　
堀
金
　
省
吾
　
議
員

　
　
　
　
（
四
箇
小
学
校
６
年
）

★
道
路
の
整
備
や
改
修
の
計
画
は
？

●
　
友
枝
　
椎
菜
　
議
員

　
　
　
　
（
白
方
小
学
校
６
年
）
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議員の皆さん　貴重なご意見を
　　　　　ありがとうございました。

問
】 
福
島
の
原
子
力

発
電
所
の
事
故
を
き

っ
か
け
に
、
原
子
力

発
電
の
安
全
性
が
問

題
と
な
っ
て
い
て
、
総
理
大
臣
も
「
原
子

力
発
電
を
や
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
発
電
を
め
ざ
す
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　そ
こ
で
、
学
校
の
屋
上
に
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
を
設
置
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
今
使
っ
て
い
る
電
気
の
量

も
表
示
さ
れ
、
節
電
意
識
も
高
ま
る
と
思

い
ま
す
が
、
導
入
の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

答
】 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
や
研
究
が

進
み
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
建

物
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
人
が
集

ま
る
施
設
に
は
、
た
く
さ
ん
の
電
気
が
必

要
で
、
そ
れ
を
賄
う
に
は
多
く
の
パ
ネ
ル

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
パ
ネ

ル
の
寿
命
は
、
普
通
20
〜
30
年
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
技
術
が
開
発
さ

れ
れ
ば
利
用
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　現
在
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
住
宅
用
太

陽
光
発
電
補
助
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
少
雨
で
日
照
時
間
も
長
い
瀬
戸
内
海

特
有
の
条
件
は
、
設
置
に
非
常
に
有
効
で
、

導
入
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
重
要
な
課
題

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。【
教
育
課
・
環
境
課
】

問
】 

香
川
県
の
中
で
、

多
度
津
町
は
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
れ
て
い

な
い
人
が
多
い
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
自
転

車
の
乗
り
方
が
、
特
に
悪
い
と
思
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
乱
れ
た
交
通
ル
ー
ル
の
改

善
に
つ
い
て
の
対
策
は
あ
り
ま
す
か
。

答
】 

自
転
車
運
転
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
目

を
疑
う
よ
う
な
光
景
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　香
川
県
下
で
は
昨
年
、
自
転
車
側
に
原

因
が
あ
る
交
通
事
故
が
３
４
５
件
発
生
し
、

交
通
ル
ー
ル
の
悪
化
と
マ
ナ
ー
の
欠
如
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
香
川
県

交
通
安
全
県
民
会
議
に
お
い
て
、
８
月
よ

り
「
自
転
車
に
係
る
交
通
指
導
取
締
り
の

強
化
」
が
行
わ
れ
て
い
て
、
こ
の
中
に
は
、

小
・
中
・
高
校
生
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

　町
内
で
は
、
多
く
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
、
通
学
路
の
巡
回
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
教
育
委
員
会
も
、
交
通
安
全
チ
ラ
シ

の
配
布
や
補
導
計
画
を
作
成
す
る
な
ど
、

町
全
体
で
交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
皆
さ
ん
に
も
、
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
、
友
だ
ち
同
士
で
の
呼
び
か
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　【
教
育
課
】

問
】 

東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
で
の
津
波

の
様
子
を
テ
レ
ビ
で

見
た
の
で
す
が
、
も

し
今
後
、
同
じ
よ
う
な
地
震
が
来
て
し
ま

っ
た
ら
、
と
考
え
る
と
と
て
も
心
配
で
す
。

　現
在
の
町
の
堤
防
は
ど
の
よ
う
な
状
況

で
す
か
。
今
も
堤
防
を
造
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
も
う
少
し
高
く
し
た
り
、
強
化
さ
れ

る
と
、
よ
り
安
全
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

答
】 

大
波
や
高
潮
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
堤

防
の
状
況
は
、
平
成
16
年
の
台
風
16
号
の

時
、
高
潮
に
よ
る
浸
水
被
害
が
あ
っ
た
箇

所
な
ど
に
、
施
設
整
備
の
優
先
度
を
決
め

て
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
造
っ
て
い
る
防
潮
堤
の
構
造
や
高

さ
は
、
高
潮
対
策
と
し
て
、
平
成
16
年
の

台
風
16
号
の
潮
位
実
績
を
含
め
、
過
去
の

最
高
潮
位
に
対
し
て
、
安
全
が
確
保
で
き

る
よ
う
に
施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
津
波
に
関
し
て
は
、
ハ
ー
ド

面
の
み
で
完
全
に
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

は
困
難
な
た
め
、
施
設
整
備
に
よ
る
津
波

の
低
減
効
果
に
加
え
て
、
避
難
場
所
や
避

難
経
路
な
ど
書
き
込
ん
だ
地
図
の
配
布
な

ど
の
ソ
フ
ト
対
策
と
併
せ
て
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　【
建
設
課
】

★
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
！

●
　
松
岡
　
友
樹
　
議
員

　
　
　
　
（
白
方
小
学
校
６
年
）

★
交
通
ル
ー
ル
の
改
善
を
！

●
　
中
野
　
慎
也
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
１
年
）

★
海
の
堤
防
の
強
化
を
！

●
　
西
本
　
好
花
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
１
年
）

問
】 

今
回
の
地
震
で

は
、
津
波
に
よ
り
建

物
が
全
壊
や
半
壊
し

た
り
、
押
し
流
さ
れ

た
り
と
い
う
被
害
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　多
度
津
中
学
校
は
災
害
時
の
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
の
体
育
館
な
ど

は
あ
る
程
度
の
地
震
ま
で
は
耐
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
な
地

震
が
き
た
場
合
、
本
当
に
大
丈
夫
で
す
か
。

答
】 

地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
耐
震
補
強

さ
れ
て
い
る
建
物
が
避
難
所
と
し
て
多
く

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
耐
震
補
強
さ
れ

て
い
な
い
建
物
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
各
小
学
校
の
体
育
館
な
ど
計

画
的
に
公
共
の
建
物
の
耐
震
補
強
を
実
施

し
て
い
て
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
な
地

震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
耐
震
補
強
等
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
全
て
の
校
舎
・
体
育

館
の
工
事
が
完
了
し
て
は
い
な
い
た
め
、

早
急
に
耐
震
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。
な
お
、
中
学
校
の
改
築
事
業
も

取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。
古
い
建
物
を
壊

し
、
新
し
く
建
替
え
を
し
て
、
避
難
場
所

の
機
能
も
充
分
考
え
た
建
物
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
【
総
務
課
・
教
育
課
】

問
】 

小
学
校
で
は
プ

ー
ル
の
授
業
を
し
て

い
ま
す
が
、
な
ぜ
中

学
校
で
は
プ
ー
ル
授

業
を
廃
止
し
た
の
で
す
か
。
中
学
校
の
水

泳
部
も
頑
張
っ
て
良
い
記
録
を
出
し
て
い

る
の
で
、
プ
ー
ル
授
業
が
あ
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。
な
お
、
他
校
の
水
泳
学
習
は

ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

答
】 

か
つ
て
水
泳
授
業
は
中
学
校
の
南
に

あ
っ
た
町
民
プ
ー
ル
で
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
老
朽
化
に
よ
り
、
漏
水
し
て
い
た
た

め
、
水
泳
を
行
う
に
は
危
険
な
状
態
に
な

り
、
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
代
わ

り
に
、
温
水
プ
ー
ル
で
行
っ
て
い
た
時
期

も
あ
り
ま
す
が
、
バ
ス
移
動
し
て
い
た
た

め
、
移
動
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
他
の

授
業
時
間
を
削
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
状
況
を
総
合
的
に
考
え
、
水
泳
の
時

間
を
他
の
授
業
に
割
り
当
て
た
時
間
割
を

組
み
ま
し
た
。
以
上
が
廃
止
の
理
由
で
す
。

　近
隣
の
11
の
中
学
校
に
、
水
泳
学
習
に

つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
全
て
の
学
校

が
年
間
平
均
約
６
時
間
の
水
泳
授
業
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
も
踏
ま
え
て
、

今
後
の
水
泳
学
習
の
あ
り
方
や
プ
ー
ル
建

設
の
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。【
教
育
課
】

問
】 

私
は
上
海
を
訪

問
す
る
「
普
陀
区
へ

の
翼
」
や
夏
季
リ
ー

ダ
ー
講
習
な
ど
の
行

事
に
参
加
し
、
小
学
生
の
皆
さ
ん
と
行
動

を
共
に
し
ま
し
た
。
小
学
生
に
と
っ
て
中

学
生
と
一
緒
に
行
事
に
取
り
組
む
の
は
、

と
て
も
良
い
経
験
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
一
方
で
、
中
学
生
と
の
ト
ラ
ブ
ル
で
嫌

な
気
持
ち
に
な
る
子
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
な
ぜ
、
こ
の
取
り
組
み
を
始

め
た
の
で
す
か
。

答
】 

平
成
22
年
度
か
ら
「
保
・
幼
・
小
・

中
連
携
教
育
実
践
研
究
」
と
い
う
、
一
般

的
に
「
連
携
教
育
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
連
携
教
育
」
は
、

学
校
に
来
た
く
て
も
登
校
で
き
な
い
子
ど

も
達
を
再
び
登
校
さ
せ
る
た
め
に
、
全
国

的
に
も
効
果
を
上
げ
て
い
る
方
法
で
す
。

ま
た
、
小
学
生
が
中
学
生
に
あ
こ
が
れ
を

持
つ
、
中
学
生
が
責
任
感
を
持
ち
行
動
す

る
な
ど
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。「
連
携
教
育
」

は
大
切
な
目
的
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
に
も
前
向
き
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
も

ら
い
、
皆
さ
ん
自
身
が
大
き
く
成
長
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
【
教
育
課
】

★
災
害
時
の
避
難
場
所
は
大
丈
夫
？

●
　
吉
川
　
史
織
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
２
年
）

★
中
学
校
に
プ
ー
ル
の
授
業
を
！

●
　
中
　
洋
二
朗
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
３
年
）

★
連
携
教
育
の
必
要
性
と
は
？

●
　
山
田
　
梨
花
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
３
年
）

★
議
長
を
務
め
て
の
感
想

●
　
柳
原
　
　
奨
　
議
長

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
２
年
）

問
】 

最
近
の
公
園
は
、

古
く
な
っ
た
り
、
遊

具
が
壊
れ
て
い
た
り

し
て
、
子
ど
も
が
遊

ん
で
い
る
時
に
、
危
険
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
公
園
の
数
も
減
っ
て
き
て
い
て
、

外
で
遊
ぶ
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
、
古
く
な
っ
た
公
園
の
整
備
や
、

新
し
く
公
園
を
作
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

答
】 

公
園
に
は
、
多
度
津
町
所
有
の
公
園

や
地
域
所
有
の
公
園
な
ど
が
あ
り
、
地
域

所
有
の
公
園
は
、
地
域
の
方
々
や
自
治
会

が
管
理
し
て
い
ま
す
。
古
く
な
り
使
用
不

可
能
な
遊
具
は
撤
去
し
た
り
、
定
期
的
に

安
全
点
検
を
し
て
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

　公
園
整
備
の
計
画
は
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
人
が
利
用
で
き

る
親
水
公
園
や
、
避
難
場
所
と
し
て
の
機

能
な
ど
、
身
近
で
よ
り
多
く
の
人
が
利
用

で
き
る
空
間
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

　昔
と
比
べ
る
と
、
道
路
で
遊
ぶ
こ
と
は

出
来
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
緑
地
が
増
え

た
り
、
貯
め
池
の
周
囲
が
整
備
さ
れ
た
り
、

利
用
可
能
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
は
増

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
活
用
し
、
地
元

の
方
と
一
緒
に
、
遊
び
場
を
探
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
【
建
設
課
・
町
長
公
室
】

★
新
し
く
公
園
を
作
る
計
画
は
？

●
　
増
田
　
将
寛
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
２
年
）

　堂
々
と
し
て
、
と

て
も
落
ち
着
い
た
様

子
で
、
議
事
を
ま
と

め
る
と
い
う
議
長
の

大
役
を
果
た
さ
れ
た

柳
原

　奨
さ
ん
（
多

度
津
中
学
校
２
年
）
は
、
「
い
つ
も
は
人

前
で
発
表
す
る
こ
と
の
方
が
多
い
の
で
す

が
、
今
日
は
議
長
と
し
て
、
普
段
と
は
違

う
視
点
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
と

て
も
良
い
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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議員の皆さん　貴重なご意見を
　　　　　ありがとうございました。

問
】 

福
島
の
原
子
力

発
電
所
の
事
故
を
き

っ
か
け
に
、
原
子
力

発
電
の
安
全
性
が
問

題
と
な
っ
て
い
て
、
総
理
大
臣
も
「
原
子

力
発
電
を
や
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
た
発
電
を
め
ざ
す
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　そ
こ
で
、
学
校
の
屋
上
に
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
を
設
置
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
今
使
っ
て
い
る
電
気
の
量

も
表
示
さ
れ
、
節
電
意
識
も
高
ま
る
と
思

い
ま
す
が
、
導
入
の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

答
】 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
や
研
究
が

進
み
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
建

物
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
人
が
集

ま
る
施
設
に
は
、
た
く
さ
ん
の
電
気
が
必

要
で
、
そ
れ
を
賄
う
に
は
多
く
の
パ
ネ
ル

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
パ
ネ

ル
の
寿
命
は
、
普
通
20
〜
30
年
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
技
術
が
開
発
さ

れ
れ
ば
利
用
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　現
在
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
住
宅
用
太

陽
光
発
電
補
助
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
少
雨
で
日
照
時
間
も
長
い
瀬
戸
内
海

特
有
の
条
件
は
、
設
置
に
非
常
に
有
効
で
、

導
入
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
重
要
な
課
題

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。【
教
育
課
・
環
境
課
】

問
】 

香
川
県
の
中
で
、

多
度
津
町
は
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
れ
て
い

な
い
人
が
多
い
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
自
転

車
の
乗
り
方
が
、
特
に
悪
い
と
思
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
乱
れ
た
交
通
ル
ー
ル
の
改

善
に
つ
い
て
の
対
策
は
あ
り
ま
す
か
。

答
】 

自
転
車
運
転
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
目

を
疑
う
よ
う
な
光
景
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　香
川
県
下
で
は
昨
年
、
自
転
車
側
に
原

因
が
あ
る
交
通
事
故
が
３
４
５
件
発
生
し
、

交
通
ル
ー
ル
の
悪
化
と
マ
ナ
ー
の
欠
如
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
香
川
県

交
通
安
全
県
民
会
議
に
お
い
て
、
８
月
よ

り
「
自
転
車
に
係
る
交
通
指
導
取
締
り
の

強
化
」
が
行
わ
れ
て
い
て
、
こ
の
中
に
は
、

小
・
中
・
高
校
生
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

　町
内
で
は
、
多
く
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
、
通
学
路
の
巡
回
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
教
育
委
員
会
も
、
交
通
安
全
チ
ラ
シ

の
配
布
や
補
導
計
画
を
作
成
す
る
な
ど
、

町
全
体
で
交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
皆
さ
ん
に
も
、
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
、
友
だ
ち
同
士
で
の
呼
び
か
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　【
教
育
課
】

問
】 

東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
で
の
津
波

の
様
子
を
テ
レ
ビ
で

見
た
の
で
す
が
、
も

し
今
後
、
同
じ
よ
う
な
地
震
が
来
て
し
ま

っ
た
ら
、
と
考
え
る
と
と
て
も
心
配
で
す
。

　現
在
の
町
の
堤
防
は
ど
の
よ
う
な
状
況

で
す
か
。
今
も
堤
防
を
造
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
も
う
少
し
高
く
し
た
り
、
強
化
さ
れ

る
と
、
よ
り
安
全
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

答
】 

大
波
や
高
潮
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
堤

防
の
状
況
は
、
平
成
16
年
の
台
風
16
号
の

時
、
高
潮
に
よ
る
浸
水
被
害
が
あ
っ
た
箇

所
な
ど
に
、
施
設
整
備
の
優
先
度
を
決
め

て
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
造
っ
て
い
る
防
潮
堤
の
構
造
や
高

さ
は
、
高
潮
対
策
と
し
て
、
平
成
16
年
の

台
風
16
号
の
潮
位
実
績
を
含
め
、
過
去
の

最
高
潮
位
に
対
し
て
、
安
全
が
確
保
で
き

る
よ
う
に
施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
津
波
に
関
し
て
は
、
ハ
ー
ド

面
の
み
で
完
全
に
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

は
困
難
な
た
め
、
施
設
整
備
に
よ
る
津
波

の
低
減
効
果
に
加
え
て
、
避
難
場
所
や
避

難
経
路
な
ど
書
き
込
ん
だ
地
図
の
配
布
な

ど
の
ソ
フ
ト
対
策
と
併
せ
て
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　【
建
設
課
】

★
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
！

●
　
松
岡
　
友
樹
　
議
員

　
　
　
　
（
白
方
小
学
校
６
年
）

★
交
通
ル
ー
ル
の
改
善
を
！

●
　
中
野
　
慎
也
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
１
年
）

★
海
の
堤
防
の
強
化
を
！

●
　
西
本
　
好
花
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
１
年
）

問
】 
今
回
の
地
震
で

は
、
津
波
に
よ
り
建

物
が
全
壊
や
半
壊
し

た
り
、
押
し
流
さ
れ

た
り
と
い
う
被
害
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　多
度
津
中
学
校
は
災
害
時
の
避
難
場
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
の
体
育
館
な
ど

は
あ
る
程
度
の
地
震
ま
で
は
耐
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
規
模
な
地

震
が
き
た
場
合
、
本
当
に
大
丈
夫
で
す
か
。

答
】 

地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
耐
震
補
強

さ
れ
て
い
る
建
物
が
避
難
所
と
し
て
多
く

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
耐
震
補
強
さ
れ

て
い
な
い
建
物
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
各
小
学
校
の
体
育
館
な
ど
計

画
的
に
公
共
の
建
物
の
耐
震
補
強
を
実
施

し
て
い
て
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
な
地

震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
耐
震
補
強
等
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
全
て
の
校
舎
・
体
育

館
の
工
事
が
完
了
し
て
は
い
な
い
た
め
、

早
急
に
耐
震
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。
な
お
、
中
学
校
の
改
築
事
業
も

取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。
古
い
建
物
を
壊

し
、
新
し
く
建
替
え
を
し
て
、
避
難
場
所

の
機
能
も
充
分
考
え
た
建
物
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
【
総
務
課
・
教
育
課
】

問
】 

小
学
校
で
は
プ

ー
ル
の
授
業
を
し
て

い
ま
す
が
、
な
ぜ
中

学
校
で
は
プ
ー
ル
授

業
を
廃
止
し
た
の
で
す
か
。
中
学
校
の
水

泳
部
も
頑
張
っ
て
良
い
記
録
を
出
し
て
い

る
の
で
、
プ
ー
ル
授
業
が
あ
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。
な
お
、
他
校
の
水
泳
学
習
は

ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

答
】 
か
つ
て
水
泳
授
業
は
中
学
校
の
南
に

あ
っ
た
町
民
プ
ー
ル
で
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
老
朽
化
に
よ
り
、
漏
水
し
て
い
た
た

め
、
水
泳
を
行
う
に
は
危
険
な
状
態
に
な

り
、
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
代
わ

り
に
、
温
水
プ
ー
ル
で
行
っ
て
い
た
時
期

も
あ
り
ま
す
が
、
バ
ス
移
動
し
て
い
た
た

め
、
移
動
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
他
の

授
業
時
間
を
削
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
状
況
を
総
合
的
に
考
え
、
水
泳
の
時

間
を
他
の
授
業
に
割
り
当
て
た
時
間
割
を

組
み
ま
し
た
。
以
上
が
廃
止
の
理
由
で
す
。

　近
隣
の
11
の
中
学
校
に
、
水
泳
学
習
に

つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
全
て
の
学
校

が
年
間
平
均
約
６
時
間
の
水
泳
授
業
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
も
踏
ま
え
て
、

今
後
の
水
泳
学
習
の
あ
り
方
や
プ
ー
ル
建

設
の
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。【
教
育
課
】

問
】 

私
は
上
海
を
訪

問
す
る
「
普
陀
区
へ

の
翼
」
や
夏
季
リ
ー

ダ
ー
講
習
な
ど
の
行

事
に
参
加
し
、
小
学
生
の
皆
さ
ん
と
行
動

を
共
に
し
ま
し
た
。
小
学
生
に
と
っ
て
中

学
生
と
一
緒
に
行
事
に
取
り
組
む
の
は
、

と
て
も
良
い
経
験
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
一
方
で
、
中
学
生
と
の
ト
ラ
ブ
ル
で
嫌

な
気
持
ち
に
な
る
子
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
な
ぜ
、
こ
の
取
り
組
み
を
始

め
た
の
で
す
か
。

答
】 

平
成
22
年
度
か
ら
「
保
・
幼
・
小
・

中
連
携
教
育
実
践
研
究
」
と
い
う
、
一
般

的
に
「
連
携
教
育
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
連
携
教
育
」
は
、

学
校
に
来
た
く
て
も
登
校
で
き
な
い
子
ど

も
達
を
再
び
登
校
さ
せ
る
た
め
に
、
全
国

的
に
も
効
果
を
上
げ
て
い
る
方
法
で
す
。

ま
た
、
小
学
生
が
中
学
生
に
あ
こ
が
れ
を

持
つ
、
中
学
生
が
責
任
感
を
持
ち
行
動
す

る
な
ど
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。「
連
携
教
育
」

は
大
切
な
目
的
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
に
も
前
向
き
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
も

ら
い
、
皆
さ
ん
自
身
が
大
き
く
成
長
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
【
教
育
課
】

★
災
害
時
の
避
難
場
所
は
大
丈
夫
？

●
　
吉
川
　
史
織
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
２
年
）

★
中
学
校
に
プ
ー
ル
の
授
業
を
！

●
　
中
　
洋
二
朗
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
３
年
）

★
連
携
教
育
の
必
要
性
と
は
？

●
　
山
田
　
梨
花
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
３
年
）

★
議
長
を
務
め
て
の
感
想

●
　
柳
原
　
　
奨
　
議
長

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
２
年
）

問
】 

最
近
の
公
園
は
、

古
く
な
っ
た
り
、
遊

具
が
壊
れ
て
い
た
り

し
て
、
子
ど
も
が
遊

ん
で
い
る
時
に
、
危
険
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
公
園
の
数
も
減
っ
て
き
て
い
て
、

外
で
遊
ぶ
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
、
古
く
な
っ
た
公
園
の
整
備
や
、

新
し
く
公
園
を
作
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

答
】 

公
園
に
は
、
多
度
津
町
所
有
の
公
園

や
地
域
所
有
の
公
園
な
ど
が
あ
り
、
地
域

所
有
の
公
園
は
、
地
域
の
方
々
や
自
治
会

が
管
理
し
て
い
ま
す
。
古
く
な
り
使
用
不

可
能
な
遊
具
は
撤
去
し
た
り
、
定
期
的
に

安
全
点
検
を
し
て
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

　公
園
整
備
の
計
画
は
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
人
が
利
用
で
き

る
親
水
公
園
や
、
避
難
場
所
と
し
て
の
機

能
な
ど
、
身
近
で
よ
り
多
く
の
人
が
利
用

で
き
る
空
間
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

　昔
と
比
べ
る
と
、
道
路
で
遊
ぶ
こ
と
は

出
来
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
緑
地
が
増
え

た
り
、
貯
め
池
の
周
囲
が
整
備
さ
れ
た
り
、

利
用
可
能
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
は
増

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
活
用
し
、
地
元

の
方
と
一
緒
に
、
遊
び
場
を
探
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
【
建
設
課
・
町
長
公
室
】

★
新
し
く
公
園
を
作
る
計
画
は
？

●
　
増
田
　
将
寛
　
議
員

　
　
　
（
多
度
津
中
学
校
２
年
）

　堂
々
と
し
て
、
と

て
も
落
ち
着
い
た
様

子
で
、
議
事
を
ま
と

め
る
と
い
う
議
長
の

大
役
を
果
た
さ
れ
た

柳
原

　奨
さ
ん
（
多

度
津
中
学
校
２
年
）
は
、
「
い
つ
も
は
人

前
で
発
表
す
る
こ
と
の
方
が
多
い
の
で
す

が
、
今
日
は
議
長
と
し
て
、
普
段
と
は
違

う
視
点
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
と

て
も
良
い
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。



④ 23人(15.1%)

③ 23人(15.1%)

② 27人(17.8%)

① 22人(14.5%)

⑤ 8人(3.0%) 

⑦ 16人(17.8%)
⑥ 27人(17.8%)

④ 2人(1.3%)③ 24人(15.1%)

② 12人(7.5%)

⑤ 9人(5.7%)
④ 106人
　(39.3%)

③ 5人(1.9%) ② 25人(9.3%)

① 134人(49.6%)

② 30人(11.1%)
③ 10人(3.7%)

② 9人(3.3%)

③ ４人(1.5%)
② 28人(10.4%)③13人(4.8%)

④８人(3.0%)② 23人(8.5%)

7 6

【問１】お住まいの住宅の所有関係は、次のどれにあたりま
　　　　すか？

【問２】お住まいの住宅の建て方は、次のどれにあてはまり
　　　　ますか？

【問３】お住まいの住宅が建てられた時期は、次のどれにあ
　　　　たりますか？

【問４】消防法で、住宅用火災警報器の設置が義務付けられ
　　　　ていることをご存知ですか？

【問５】お住まいの住宅には、寝室・階段室等に住宅用火災
　　　　警報器が設置されていますか？

【問７】今のところ設置していない理由は何ですか？あてはまるものを全て選んでください。

【問６】どのような経緯で設置に至りましたか？

■①持ち家

■②借家（民間）

■③借家（公営住宅等）

■④その他（社宅）

■①一戸建・長屋建

■②共同住宅

■③その他

■①平成18年５月以前

■②平成18年６月以降

■③分からない

■①知っている

■②知らない

■①設置している

■②一部設置している

■③設置する必要がない

■④設置していない

■①自ら購入して設置

■②住宅の建築・改築時
　　に設置
■③家主・管理者が設置

■④分からない

■⑤その他

■①設置が義務化されていることを知らなかった

■②設置費用負担が大きい

■③自分で設置することが難しい

■④購入方法がわからない

■⑤借家のため自分で設置してよいか分からない

■⑥どれくらいの効果があるか分からない

■⑦その他

消防本部からお知らせ消防本部からお知らせ

① 226人(83.7%) ① 238人(88.1%)

① 251人(93.0%) ① 240人(88.9%)

① 112人
　(70.4%)

親切・人権親切・人権
SmallKindness・Human Rights

住宅用火災警報器のアンケート結果について 多度津町消防本部　☎３３－２５５１

　住宅火災による悲惨な犠牲者を減らす対策の一つとして、消防法が改正され、それに合わせて多度津町火災予防条例
も改正されました。それに伴い既存住宅については平成２３年５月末日までに、寝室および階段室等に住宅用火災警報
器を設置することが義務づけられ、平成２３年６月１日より施行となりました。（罰則規定はありません）
今年６月に住宅用火災警報器の設置状況と啓発活動の
有効性を調査するために、町内全世帯から５００世帯を
無作為に抽出してアンケートを実施しました。その結果
は次のとおりです。ご回答いただいた皆様、ご協力あり
がとうございました。

【アンケート結果】
★アンケート回収率・・・・・・54.0％（270世帯）
★住宅用火災警報器設置率・・・60.7％
★設置義務化を知らなかった・・11.1％

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
こ
こ
ろ
も
よ
う
』

　多
度
津
交
通
安
全
協
会

            

多
度
津
地
区
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　三
宅

　昭
好

　春
浅
い
夕
暮
れ
。
ド
ラ
イ
ブ
途

中
で
立
ち
寄
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
。

「
さ
く
ら
が
咲
き
ま
し
た
。
ご
ら

ん
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
？
」
の
声

に
目
を
上
げ
る
と
黒
髪
の
美
し
い

若
い
女
性
が
テ
ー
ブ
ル
に
水
を
お

き
な
が
ら
ニ
コ
ニ
コ
と
ほ
ほ
え
ん

で
立
っ
て
い
る
。
日
常
の
忙
し
さ

に
紛
れ
て
忘
れ
て
い
た
も
の
を
彼

女
が
見
事
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。

　態
度
・
言
葉
遣
い
に
も
っ
と
大

人
の
女
性
か
と
思
っ
た
の
に
、
ま

だ
十
七
歳
の
高
校
生
。
土
曜
だ
け

の
ア
ル
バ
イ
ト
だ
と
い
う
。
看
護

師
に
な
り
た
い
と
い
う
彼
女
。
そ

の
感
性
は
医
療
の
現
場
で
必
ず
人

の
心
を
和
ま
せ
て
く
だ
ろ
う
。

　ま
た
、
躰
も
心
も
う
だ
る
よ
う

な
夏
の
日
に
訪
れ
た
道
の
駅
。
そ

の
地
方
の
名
産
・
特
産
品
が
所
狭

し
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
余

所
者
は
何
の
知
識
も
な
く
た
だ
迷

っ
て
い
た
。
忙
し
い
レ
ジ
の
合
間

を
ぬ
っ
て
、
売
場
主
任
と
覚
し
き

三
十
代
の
男
性
が
近
づ
き
、
こ
ち

ら
の
要
望
を
的
確
に
把
握
し
て
、

豊
富
な
商
品
知
識
で
商
品
選
択
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
。
言
葉

の
中
に
相
手
を
思
う
心
と
そ
し
て

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気
持
ち
が
汲

み
と
れ
る
。

　旅
先
で
の
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
上

が
り
。
先
ほ
ど
ま
で
順
調
に
走
っ

て
い
た
の
に
、
休
憩
後
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
る
と
ま
っ
た
く
反
応
な
し
。

Ｑ
コ
ー
ル
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

レ
ッ
カ
ー
車
。
バ
ッ
テ
リ
ー
の
チ

ェ
ッ
ク
、
充
電
を
完
了
。
し
か
し
、

バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
は
即
必
要
、
と

最
も
近
い
店
を
紹
介
し
て
く
れ
る
。

ナ
ビ
で
検
索
し
走
行
。
途
中
赤
信

号
で
停
止
中
レ
ッ
カ
ー
の
彼
が

「
大
丈
夫
で
す
か
」
の
声
。
自
分

の
教
え
た
道
と
は
違
う
方
向
を
走

行
し
始
め
た
の
で
急
き
ょ
追
い
か

け
て
く
れ
た
の
だ
。

　す
が
す
が
し
い
ア
ル
バ
イ
ト
の

高
校
生
、
道
の
駅
の
売
場
主
任
、

レ
ッ
カ
ー
車
の
彼
と
、
人
を
思
う

気
持
ち
と
遠
く
か
ら
大
好
き
な
自

分
の
町
に
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
の

気
持
ち
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
場
所

は
皆
違
う
が
こ
の
人
た
ち
が
い
る

限
り
未
来
は
開
け
て
い
る
。

　彼
ら
の
気
持
ち
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
ら
い
、
私
も
こ
の
地
・
こ
こ

の
人
達
を
大
切
に
し
て
生
き
て
い

こ
う
。

■
平
成
23
年
度
『
環
境
標
語
』

　小・中
学
校
選
出
作
品
紹
介

※
学
年
等
は
選
出
時
点
で
の
紹
介

【
白
方
小
学
校
】

き
っ
と
あ
る

　ぼ
く
に
も
で
き
る

エ
コ
か
つ
ど
う

　
　
　
　３
年

　
　渡
邊

　貴
仁

ゴ
ミ
ひ
ろ
い

自
分
の
心
も

　ピ
ッ
カ
ピ
カ
☆

　
　
　
　４
年

　
　井
上

　晴
輝

は
じ
め
よ
う
！

１
個
だ
け
で
も

　エ
コ
活
動

　
　
　
　４
年

　
　渡
邊

　紗
耶

残
さ
ず
食
べ
る

こ
れ
が
わ
た
し
の

　エ
コ
対
策

   

　
　
　５
年

　
　秋
山

　咲
絵

■
善 

意 （
８
月
分
） 

敬
称
略

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
土
田
　
忠
芳
（
葛
　
原
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　 

『
桃
陵
苑
』

　
西
堀
　
浩
二
（
北
　
鴨
）

　
谷
口
　
彰
宏
（
山
　
階
）

　
芝
　
　
勉
　
（
善
通
寺
市
）

　
土
田
　
忠
芳
（
葛
　
原
）

　
竹
内
　
正
治
（
寿
　
町
）

　
村
井
恵
美
子
（
東
白
方
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
『
小
さ
な
親
切
』
運
動
多
度
津

　
支
部
、
タ
ド
ツ
電
気
工
業
、
多

　
度
津
町
役
場
、
多
度
津
町
社
会

　
福
祉
協
議
会
、
多
度
津
町
民
生
・

　
児
童
委
員
協
議
会
、
少
林
寺
拳

　
法
連
盟
、
ふ
れ
あ
い
の
家
、
多

　
度
津
地
区
婦
人
会
、
四
箇
地
区

　
婦
人
会
、
白
方
地
区
婦
人
会
、

　
内
藤
写
真
店
、
西
港
町
自
治
会
、

　
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

　
り
の
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
㈳

　
多
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
タ
ー
、
か
つ
み
会
、
山
崎
生
花
店

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　
道
中
　
俊
枝
（
東
白
方
）

　
檜
木
　
　
博
（
丸
亀
市
）

　
門
　
　
美
子
（
日
の
出
町
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
木
）

　
門
　
　
秀
俊
（
日
の
出
町
）

　
熊
谷
　
宣
子
（
　
庄
　
）

　
津
田
　
愛
子
（
山
口
県
）

　
津
村
　
盛
枝
（
　
庄
　
）

　
亀
山
　
康
子
（
山
　
階
）

　
多
度
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
　

　
多
度
津
中
学
校
吹
奏
楽
部

　８月２２日、『小さな親切』運動多度
津支部の皆さんが、特別養護老人ホーム
『桃陵苑』を訪れ、歌や詩吟、フラダン
スなどを披露しました。施設利用者の皆
さんも、一緒に歌ったり、手拍子をしな
がら楽しんでいました。

『小さな親切』運動　多度津支部
　　　『桃陵苑』で慰問演芸



④ 23人(15.1%)

③ 23人(15.1%)

② 27人(17.8%)

① 22人(14.5%)

⑤ 8人(3.0%) 

⑦ 16人(17.8%)
⑥ 27人(17.8%)

④ 2人(1.3%)③ 24人(15.1%)

② 12人(7.5%)

⑤ 9人(5.7%)
④ 106人
　(39.3%)

③ 5人(1.9%) ② 25人(9.3%)

① 134人(49.6%)

② 30人(11.1%)
③ 10人(3.7%)

② 9人(3.3%)

③ ４人(1.5%)
② 28人(10.4%)③13人(4.8%)

④８人(3.0%)② 23人(8.5%)

7 6

【問１】お住まいの住宅の所有関係は、次のどれにあたりま
　　　　すか？

【問２】お住まいの住宅の建て方は、次のどれにあてはまり
　　　　ますか？

【問３】お住まいの住宅が建てられた時期は、次のどれにあ
　　　　たりますか？

【問４】消防法で、住宅用火災警報器の設置が義務付けられ
　　　　ていることをご存知ですか？

【問５】お住まいの住宅には、寝室・階段室等に住宅用火災
　　　　警報器が設置されていますか？

【問７】今のところ設置していない理由は何ですか？あてはまるものを全て選んでください。

【問６】どのような経緯で設置に至りましたか？

■①持ち家

■②借家（民間）

■③借家（公営住宅等）

■④その他（社宅）

■①一戸建・長屋建

■②共同住宅

■③その他

■①平成18年５月以前

■②平成18年６月以降

■③分からない

■①知っている

■②知らない

■①設置している

■②一部設置している

■③設置する必要がない

■④設置していない

■①自ら購入して設置

■②住宅の建築・改築時
　　に設置
■③家主・管理者が設置

■④分からない

■⑤その他

■①設置が義務化されていることを知らなかった

■②設置費用負担が大きい

■③自分で設置することが難しい

■④購入方法がわからない

■⑤借家のため自分で設置してよいか分からない

■⑥どれくらいの効果があるか分からない

■⑦その他

消防本部からお知らせ消防本部からお知らせ

① 226人(83.7%) ① 238人(88.1%)

① 251人(93.0%) ① 240人(88.9%)

① 112人
　(70.4%)

親切・人権親切・人権
SmallKindness・Human Rights

住宅用火災警報器のアンケート結果について 多度津町消防本部　☎３３－２５５１

　住宅火災による悲惨な犠牲者を減らす対策の一つとして、消防法が改正され、それに合わせて多度津町火災予防条例
も改正されました。それに伴い既存住宅については平成２３年５月末日までに、寝室および階段室等に住宅用火災警報
器を設置することが義務づけられ、平成２３年６月１日より施行となりました。（罰則規定はありません）
今年６月に住宅用火災警報器の設置状況と啓発活動の
有効性を調査するために、町内全世帯から５００世帯を
無作為に抽出してアンケートを実施しました。その結果
は次のとおりです。ご回答いただいた皆様、ご協力あり
がとうございました。

【アンケート結果】
★アンケート回収率・・・・・・54.0％（270世帯）
★住宅用火災警報器設置率・・・60.7％
★設置義務化を知らなかった・・11.1％

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
こ
こ
ろ
も
よ
う
』

　多
度
津
交
通
安
全
協
会

            
多
度
津
地
区
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　三
宅

　昭
好

　春
浅
い
夕
暮
れ
。
ド
ラ
イ
ブ
途

中
で
立
ち
寄
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
。

「
さ
く
ら
が
咲
き
ま
し
た
。
ご
ら

ん
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
？
」
の
声

に
目
を
上
げ
る
と
黒
髪
の
美
し
い

若
い
女
性
が
テ
ー
ブ
ル
に
水
を
お

き
な
が
ら
ニ
コ
ニ
コ
と
ほ
ほ
え
ん

で
立
っ
て
い
る
。
日
常
の
忙
し
さ

に
紛
れ
て
忘
れ
て
い
た
も
の
を
彼

女
が
見
事
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。

　態
度
・
言
葉
遣
い
に
も
っ
と
大

人
の
女
性
か
と
思
っ
た
の
に
、
ま

だ
十
七
歳
の
高
校
生
。
土
曜
だ
け

の
ア
ル
バ
イ
ト
だ
と
い
う
。
看
護

師
に
な
り
た
い
と
い
う
彼
女
。
そ

の
感
性
は
医
療
の
現
場
で
必
ず
人

の
心
を
和
ま
せ
て
く
だ
ろ
う
。

　ま
た
、
躰
も
心
も
う
だ
る
よ
う

な
夏
の
日
に
訪
れ
た
道
の
駅
。
そ

の
地
方
の
名
産
・
特
産
品
が
所
狭

し
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
余

所
者
は
何
の
知
識
も
な
く
た
だ
迷

っ
て
い
た
。
忙
し
い
レ
ジ
の
合
間

を
ぬ
っ
て
、
売
場
主
任
と
覚
し
き

三
十
代
の
男
性
が
近
づ
き
、
こ
ち

ら
の
要
望
を
的
確
に
把
握
し
て
、

豊
富
な
商
品
知
識
で
商
品
選
択
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
。
言
葉

の
中
に
相
手
を
思
う
心
と
そ
し
て

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気
持
ち
が
汲

み
と
れ
る
。

　旅
先
で
の
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
上

が
り
。
先
ほ
ど
ま
で
順
調
に
走
っ

て
い
た
の
に
、
休
憩
後
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
る
と
ま
っ
た
く
反
応
な
し
。

Ｑ
コ
ー
ル
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

レ
ッ
カ
ー
車
。
バ
ッ
テ
リ
ー
の
チ

ェ
ッ
ク
、
充
電
を
完
了
。
し
か
し
、

バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
は
即
必
要
、
と

最
も
近
い
店
を
紹
介
し
て
く
れ
る
。

ナ
ビ
で
検
索
し
走
行
。
途
中
赤
信

号
で
停
止
中
レ
ッ
カ
ー
の
彼
が

「
大
丈
夫
で
す
か
」
の
声
。
自
分

の
教
え
た
道
と
は
違
う
方
向
を
走

行
し
始
め
た
の
で
急
き
ょ
追
い
か

け
て
く
れ
た
の
だ
。

　す
が
す
が
し
い
ア
ル
バ
イ
ト
の

高
校
生
、
道
の
駅
の
売
場
主
任
、

レ
ッ
カ
ー
車
の
彼
と
、
人
を
思
う

気
持
ち
と
遠
く
か
ら
大
好
き
な
自

分
の
町
に
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
の

気
持
ち
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
場
所

は
皆
違
う
が
こ
の
人
た
ち
が
い
る

限
り
未
来
は
開
け
て
い
る
。

　彼
ら
の
気
持
ち
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
ら
い
、
私
も
こ
の
地
・
こ
こ

の
人
達
を
大
切
に
し
て
生
き
て
い

こ
う
。

■
平
成
23
年
度
『
環
境
標
語
』

　小・中
学
校
選
出
作
品
紹
介

※
学
年
等
は
選
出
時
点
で
の
紹
介

【
白
方
小
学
校
】

き
っ
と
あ
る

　ぼ
く
に
も
で
き
る

エ
コ
か
つ
ど
う

　
　
　
　３
年

　
　渡
邊

　貴
仁

ゴ
ミ
ひ
ろ
い

自
分
の
心
も

　ピ
ッ
カ
ピ
カ
☆

　
　
　
　４
年

　
　井
上

　晴
輝

は
じ
め
よ
う
！

１
個
だ
け
で
も

　エ
コ
活
動

　
　
　
　４
年

　
　渡
邊

　紗
耶

残
さ
ず
食
べ
る

こ
れ
が
わ
た
し
の

　エ
コ
対
策

   

　
　
　５
年

　
　秋
山

　咲
絵

■
善 

意 （
８
月
分
） 

敬
称
略

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
土
田
　
忠
芳
（
葛
　
原
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　 

『
桃
陵
苑
』

　
西
堀
　
浩
二
（
北
　
鴨
）

　
谷
口
　
彰
宏
（
山
　
階
）

　
芝
　
　
勉
　
（
善
通
寺
市
）

　
土
田
　
忠
芳
（
葛
　
原
）

　
竹
内
　
正
治
（
寿
　
町
）

　
村
井
恵
美
子
（
東
白
方
）

　
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会
、

　
『
小
さ
な
親
切
』
運
動
多
度
津

　
支
部
、
タ
ド
ツ
電
気
工
業
、
多

　
度
津
町
役
場
、
多
度
津
町
社
会

　
福
祉
協
議
会
、
多
度
津
町
民
生
・

　
児
童
委
員
協
議
会
、
少
林
寺
拳

　
法
連
盟
、
ふ
れ
あ
い
の
家
、
多

　
度
津
地
区
婦
人
会
、
四
箇
地
区

　
婦
人
会
、
白
方
地
区
婦
人
会
、

　
内
藤
写
真
店
、
西
港
町
自
治
会
、

　
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

　
り
の
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
㈳

　
多
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
タ
ー
、
か
つ
み
会
、
山
崎
生
花
店

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　
道
中
　
俊
枝
（
東
白
方
）

　
檜
木
　
　
博
（
丸
亀
市
）

　
門
　
　
美
子
（
日
の
出
町
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
木
）

　
門
　
　
秀
俊
（
日
の
出
町
）

　
熊
谷
　
宣
子
（
　
庄
　
）

　
津
田
　
愛
子
（
山
口
県
）

　
津
村
　
盛
枝
（
　
庄
　
）

　
亀
山
　
康
子
（
山
　
階
）

　
多
度
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
　

　
多
度
津
中
学
校
吹
奏
楽
部

　８月２２日、『小さな親切』運動多度
津支部の皆さんが、特別養護老人ホーム
『桃陵苑』を訪れ、歌や詩吟、フラダン
スなどを披露しました。施設利用者の皆
さんも、一緒に歌ったり、手拍子をしな
がら楽しんでいました。

『小さな親切』運動　多度津支部
　　　『桃陵苑』で慰問演芸
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文
化
教
養

文
化
教
養

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

■
桃
陵
大
学
10
月
行
事

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
21
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
各
地
区
代
表
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　体
験
発
表

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
13
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　場
所
＝
河
川
公
園

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
17
日
（月）
・
18
日
（火）

　行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　（
う
ど
ん
作
り
）

　場
所
＝
四
箇
小
学
校

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
13
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　（
収
穫
祭
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

②
日
時
＝
24
日
（月）

　行
事
＝
臨
地
研
修

　場
所
＝
石
鎚
山
と
砥
部
焼
会
館

■
老
人
ク
ラ
ブ
10
月
行
事

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
14
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
県
高
齢
者
自
転
車
大
会

　場
所
＝
高
松
市
総
合
体
育
館

②
日
時
＝
26
日
（水）
／
９
時

　行
事
＝
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　場
所
＝
町
民
体
育
館

③
日
時
＝
28
日
（金）
／
13
時
30
分

　行
事
＝
多
度
津
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　連
合
会
理
事
会
・
高
齢

　
　
　
　者
安
全
協
議
会
役
員
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　２
階

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
15
日
（土）
／
９
時

　行
事
＝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　場
所
＝
四
箇
小
学
校
運
動
場

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
10
月
９
日
（日）

　第
46
回
観
月
会

　開
場
17
時
30
分
開
演
18
時
00
分

●
10
月
16
日
（日）

　さ
よ
な
ら
七
夕

　
　
　カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
サ
ー
ト

　開
場
11
時
00
分
開
演
12
時
00
分

●
10
月
23
日
（日）

　菊
有
徳
会

　お
ど
り
の
つ
ど
い

　開
場
11
時
30
分
開
演
12
時
00
分

●
10
月
30
日
（日）

　多
度
津
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１

　
　獅
子
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
　
　11
時
00
分
〜
14
時
30
分

　
　ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

　
　
　
　14
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　四
国
の
Ｂ
級
グ
ル
メ

　
　
　
　11
時
00
分
〜
16
時
30
分

　
　

■
た
ど
つ
柳
壇（
第
54
回
）

　
　
　

  

淡
路

　放
生

　選

【
第
一
席
】

俎
板
の
へ
こ
み
私
の
年
輪
か

　
　見

　立

　
　
　髙
島
眞
砂
子

〔
評
〕
下
五
の
自
問
自
答
が
い
い
。

　こ
の
〈
か
〉
一
字
に
よ
っ
て
句

　の
奥
行
が
グ
ン
と
ひ
ろ
が
っ
た
。

　最
近
の
核
家
族
で
は
包
丁
の
な

　い
家
も
あ
る
と
き
く
。
ま
し
て

　や
〈
俎
板
の
へ
こ
み
〉
な
ど
で

　あ
る
。
課
題
を
自
分
の
こ
と
ば

　に
昇
華
し
て
い
よ
う
。

【
第
二
席
】

酒
好
き
の
年
輪
に
買
う
冷
や
っ
こ

　
　山

　階

　
　
　中
野
ふ
み
子

〔
評
〕
付
か
ず
離
れ
ず
と
い
う
が
、

　こ
れ
は
ギ
リ
ギ
リ
の
ス
ト
ラ
イ

　ク
。
ず
い
ぶ
ん
際
疾
い
と
こ
ろ

　を
狙
っ
て
成
功
し
て
い
る
。
そ

　れ
に
し
て
も
、
で
あ
る
。
ご
主

　人
を
ズ
バ
リ
〈
年
輪
〉
と
い
い

　放
っ
た
句
を
過
去
に
し
ら
な
い
。

　鮮
や
か
。

【
第
三
席
】

年
輪
を
お
も
わ
す
祖
母
の
笑
い
皺

　
　仲
ノ
町

　
　
　香
川
美
代
子

〔
評
〕
技
術
的
な
こ
と
を
い
え
ば
、

　〈
年
輪
〉
〈
皺
〉
は
こ
と
ば
が

　ツ
キ
す
ぎ
て
お
も
し
ろ
く
な
い
。

　で
は
、
ど
こ
が
、
で
あ
る
が〈
笑

　い
〉
で
あ
る
。
こ
の
明
る
さ
が

　句
を
立
派
に
た
た
せ
た
の
で
あ

　る
。
こ
れ
が〈
苦
労
皺
〉で
は
…
。

【
佳

　作
】

年
輪
を
感
じ
る
父
の
手
を
愛
し

　
　見

　立

　
　
　髙
島
也
知
子

【
佳

　作
】

年
輪
を
重
ね
て
上
座
敬
老
会

　
　寿

　町

　
　
　髙
田
た
だ
し

■
次
回
た
ど
つ
柳
壇

　
　第
55
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝
「
笑
う
」

▽
選
者
＝
無
所
属

　淡
路
放
生
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
11
月
20
日
（日）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■『
ひ
だ
ま
り
』10
月
講
習

●
11
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
冬
の
健
康
と

　
　
　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
』

　▽
講
師
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

●
25
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
あ
な
た
の
心
臓
、

　
　
　病
気
で
あ
り
ま
せ
ん
か
』

　▽
講
師
＝
国
立
看
護
師

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

■
老
人
健
康
施
設
10
月
行
事

４
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

７
日
（金）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

11
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

12
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

14
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　る
ん
る
ん
軽
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

18
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

19
日
（水）
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

20
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

24
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

25
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

26
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

27
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

28
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
鶴
の
会

　場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

　期
間
＝
10
月
３
日
（月）
〜
31
日
（月）

　
　
　
　
　／
８
時
30
分
〜
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
62
回
四
国
高
等
学
校
選
手
権

　
　
　
　
　
　
　水
泳
競
技
大
会

（
７
月
16
日
・
17
日
／
／
香
川
県

　立
総
合
水
泳
プ
ー
ル
）

【
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
】

　２

　位
＝
白
川

　莉
希

【
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
】

　３

　位
＝
旅
田

　直
哉

【
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

　１

　位
＝

　
　
　白
川
莉
希
・
旅
田
直
哉
・

　
　
　岡
田
智
暉
・
久
光
数
馬

【
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
】

　１

　位
＝

　
　
　旅
田
直
哉
・
竹
内
聖
勝
・

　
　
　白
川
莉
希
・
久
光
数
馬

【
学
校
対
抗
】

　１

　位
＝
香
川
県
立

　
　
　
　
　
　多
度
津
高
等
学
校

●
平
成
23
年
度
第
28
回
全
国
少
年

　少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　「
新
潟
大
会
」

　（
７
月
29
日
〜
31
日
／
新
潟
市

     

東
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

【
小
学
生
の
部

　６
年
生
】

　▽
48
㎏
級

　
　２

　位
＝
岩
井
僚
亮

■
10
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　（
ブ
ロ
ン
ズ
の
部
）

　▽
日
時
＝
23
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
第
22
回
香
川
県
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　体
操
競
技
大
会

　▽
日
時
＝
30
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・
第
２

　
　
　
　
　体
育
館

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
１
日
、
４
〜
８
日
、

　
　12
〜
15
日
、

　
　18
日
、

　
　20
〜
22
日
、

　
　26
〜
29
日

　
　／
18
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

き
わ 

ど

ま
な
い
た

か
み 

ざ

　８月１１日、特別養護老人ホーム『桃陵苑』
の盆踊り大会が、今年も町民健康センター駐車
場で、企業や各団体の方々のご協力により開催
されました。
　お客さんや施設利用者の皆さんは、踊り連の
優雅な踊りに見とれつつ、夜店を楽しみながら、
夏の夕暮れを過ごされていました。

　白方地域の皆さんによる『ヤットセーおどり
大会』が、８月１３日に、白方小学校第二グラ
ンドにて盛大に行われました。
　地元の方々をはじめ、参加された各団体の皆
さんが一体となって、この盆おどり大会を盛り
上げようとする思いが、踊りや運営、園児・生
徒の笑顔を通して伝わってきました。　

●『桃陵苑』盆踊り大会

●白方『ヤットセーおどり大会』
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文
化
教
養

文
化
教
養

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

文化教養・スポーツ文化教養・スポーツ
Culture・Sports

■
桃
陵
大
学
10
月
行
事

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
21
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
各
地
区
代
表
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　体
験
発
表

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
13
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　場
所
＝
河
川
公
園

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
17
日
（月）
・
18
日
（火）

　行
事
＝
小
学
生
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　（
う
ど
ん
作
り
）

　場
所
＝
四
箇
小
学
校

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
13
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　（
収
穫
祭
）

　場
所
＝
白
方
幼
稚
園

②
日
時
＝
24
日
（月）

　行
事
＝
臨
地
研
修

　場
所
＝
石
鎚
山
と
砥
部
焼
会
館

■
老
人
ク
ラ
ブ
10
月
行
事

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
14
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
県
高
齢
者
自
転
車
大
会

　場
所
＝
高
松
市
総
合
体
育
館

②
日
時
＝
26
日
（水）
／
９
時

　行
事
＝
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　場
所
＝
町
民
体
育
館

③
日
時
＝
28
日
（金）
／
13
時
30
分

　行
事
＝
多
度
津
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　連
合
会
理
事
会
・
高
齢

　
　
　
　者
安
全
協
議
会
役
員
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　２
階

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
15
日
（土）
／
９
時

　行
事
＝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　場
所
＝
四
箇
小
学
校
運
動
場

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
10
月
９
日
（日）

　第
46
回
観
月
会

　開
場
17
時
30
分
開
演
18
時
00
分

●
10
月
16
日
（日）

　さ
よ
な
ら
七
夕

　
　
　カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
サ
ー
ト

　開
場
11
時
00
分
開
演
12
時
00
分

●
10
月
23
日
（日）

　菊
有
徳
会

　お
ど
り
の
つ
ど
い

　開
場
11
時
30
分
開
演
12
時
00
分

●
10
月
30
日
（日）

　多
度
津
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１

　
　獅
子
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
　
　11
時
00
分
〜
14
時
30
分

　
　ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

　
　
　
　14
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　四
国
の
Ｂ
級
グ
ル
メ

　
　
　
　11
時
00
分
〜
16
時
30
分

　
　

■
た
ど
つ
柳
壇（
第
54
回
）

　
　
　

  

淡
路

　放
生

　選

【
第
一
席
】

俎
板
の
へ
こ
み
私
の
年
輪
か

　
　見

　立

　
　
　髙
島
眞
砂
子

〔
評
〕
下
五
の
自
問
自
答
が
い
い
。

　こ
の
〈
か
〉
一
字
に
よ
っ
て
句

　の
奥
行
が
グ
ン
と
ひ
ろ
が
っ
た
。

　最
近
の
核
家
族
で
は
包
丁
の
な

　い
家
も
あ
る
と
き
く
。
ま
し
て

　や
〈
俎
板
の
へ
こ
み
〉
な
ど
で

　あ
る
。
課
題
を
自
分
の
こ
と
ば

　に
昇
華
し
て
い
よ
う
。

【
第
二
席
】

酒
好
き
の
年
輪
に
買
う
冷
や
っ
こ

　
　山

　階

　
　
　中
野
ふ
み
子

〔
評
〕
付
か
ず
離
れ
ず
と
い
う
が
、

　こ
れ
は
ギ
リ
ギ
リ
の
ス
ト
ラ
イ

　ク
。
ず
い
ぶ
ん
際
疾
い
と
こ
ろ

　を
狙
っ
て
成
功
し
て
い
る
。
そ

　れ
に
し
て
も
、
で
あ
る
。
ご
主

　人
を
ズ
バ
リ
〈
年
輪
〉
と
い
い

　放
っ
た
句
を
過
去
に
し
ら
な
い
。

　鮮
や
か
。

【
第
三
席
】

年
輪
を
お
も
わ
す
祖
母
の
笑
い
皺

　
　仲
ノ
町

　
　
　香
川
美
代
子

〔
評
〕
技
術
的
な
こ
と
を
い
え
ば
、

　〈
年
輪
〉
〈
皺
〉
は
こ
と
ば
が

　ツ
キ
す
ぎ
て
お
も
し
ろ
く
な
い
。

　で
は
、
ど
こ
が
、
で
あ
る
が〈
笑

　い
〉
で
あ
る
。
こ
の
明
る
さ
が

　句
を
立
派
に
た
た
せ
た
の
で
あ

　る
。
こ
れ
が〈
苦
労
皺
〉で
は
…
。

【
佳

　作
】

年
輪
を
感
じ
る
父
の
手
を
愛
し

　
　見

　立

　
　
　髙
島
也
知
子

【
佳

　作
】

年
輪
を
重
ね
て
上
座
敬
老
会

　
　寿

　町

　
　
　髙
田
た
だ
し

■
次
回
た
ど
つ
柳
壇

　
　第
55
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝
「
笑
う
」

▽
選
者
＝
無
所
属

　淡
路
放
生
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
11
月
20
日
（日）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■『
ひ
だ
ま
り
』10
月
講
習

●
11
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
冬
の
健
康
と

　
　
　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
』

　▽
講
師
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

●
25
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
あ
な
た
の
心
臓
、

　
　
　病
気
で
あ
り
ま
せ
ん
か
』

　▽
講
師
＝
国
立
看
護
師

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

■
老
人
健
康
施
設
10
月
行
事

４
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

７
日
（金）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

11
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

12
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

14
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　る
ん
る
ん
軽
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

18
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

19
日
（水）
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

20
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

24
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

25
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

26
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　買
い
物
ツ
ア
ー
／
14
時

27
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

28
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
鶴
の
会

　場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

　期
間
＝
10
月
３
日
（月）
〜
31
日
（月）

　
　
　
　
　／
８
時
30
分
〜
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
62
回
四
国
高
等
学
校
選
手
権

　
　
　
　
　
　
　水
泳
競
技
大
会

（
７
月
16
日
・
17
日
／
／
香
川
県

　立
総
合
水
泳
プ
ー
ル
）

【
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
】

　２

　位
＝
白
川

　莉
希

【
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
】

　３

　位
＝
旅
田

　直
哉

【
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

　１

　位
＝

　
　
　白
川
莉
希
・
旅
田
直
哉
・

　
　
　岡
田
智
暉
・
久
光
数
馬

【
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
】

　１

　位
＝

　
　
　旅
田
直
哉
・
竹
内
聖
勝
・

　
　
　白
川
莉
希
・
久
光
数
馬

【
学
校
対
抗
】

　１

　位
＝
香
川
県
立

　
　
　
　
　
　多
度
津
高
等
学
校

●
平
成
23
年
度
第
28
回
全
国
少
年

　少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　「
新
潟
大
会
」

　（
７
月
29
日
〜
31
日
／
新
潟
市

     

東
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

【
小
学
生
の
部

　６
年
生
】

　▽
48
㎏
級

　
　２

　位
＝
岩
井
僚
亮

■
10
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　（
ブ
ロ
ン
ズ
の
部
）

　▽
日
時
＝
23
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
第
22
回
香
川
県
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　体
操
競
技
大
会

　▽
日
時
＝
30
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・
第
２

　
　
　
　
　体
育
館

●
野
球
後
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

　▽
日
時
＝
１
日
、
４
〜
８
日
、

　
　12
〜
15
日
、

　
　18
日
、

　
　20
〜
22
日
、

　
　26
〜
29
日

　
　／
18
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

き
わ 

ど

ま
な
い
た

か
み 

ざ

　８月１１日、特別養護老人ホーム『桃陵苑』
の盆踊り大会が、今年も町民健康センター駐車
場で、企業や各団体の方々のご協力により開催
されました。
　お客さんや施設利用者の皆さんは、踊り連の
優雅な踊りに見とれつつ、夜店を楽しみながら、
夏の夕暮れを過ごされていました。

　白方地域の皆さんによる『ヤットセーおどり
大会』が、８月１３日に、白方小学校第二グラ
ンドにて盛大に行われました。
　地元の方々をはじめ、参加された各団体の皆
さんが一体となって、この盆おどり大会を盛り
上げようとする思いが、踊りや運営、園児・生
徒の笑顔を通して伝わってきました。　

●『桃陵苑』盆踊り大会

●白方『ヤットセーおどり大会』
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Information・Invitation お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・募集 Information・Invitation

《
お
知
ら
せ
》

■
町
長
と
の
対
話
集
会
に
つ
い
て

　多
度
津
町
で
は
行
政
と
町
民
と

の
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
次
の

と
お
り
各
地
区
ご
と
に
、
公
民
館

等
で
対
話
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

　自
由
参
加
で
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
地
区
の
会
場
へ
、
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
町
長
公
室

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
５

■
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

　多
度
津
町
に
は
、
次
の
医
療
費

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き

等
に
つ
い
て
は
、
住
民
課
保
険
年

金
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

〔
対
象
と
な
る
要
件
〕

▼
乳
幼
児
自
身
の
住
民
票
が
多
度

　津
町
に
あ
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保

　険
の
加
入
者

▼
年
齢
が
７
歳
に
達
し
た
日
の
属

　す
る
月
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ

　る
こ
と
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は

　前
月
の
末
日
ま
で
）

●
重
度
心
身
障
害
者
等

　
　
　
　
　
　医
療
費
助
成
制
度

〔
対
象
と
な
る
要
件
〕

▼
住
民
票
が
多
度
津
町
に
あ
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保

　険
の
加
入
者

▼
平
成
20
年
８
月
１
日
以
後
で
新

　た
に
対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て

　は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　る
方
で
、
該
当
級
の
手
帳
の
交

　付
を
受
け
た
時
の
年
齢
が
65
歳

　未
満
で
あ
る
こ
と

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
〜
４

　級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
に
A
、
A
ま
た
は
Ｂ

　と
記
載
の
あ
る
方

③
戦
傷
病
者
手
帳
に
項
症
お
よ
び

　款
症
と
記
載
の
あ
る
方

●
ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　
　
　
　医
療
費
助
成
制
度

〔
対
象
と
な
る
要
件
〕

▼
住
民
票
が
多
度
津
町
に
あ
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保

　険
の
加
入
者

▼
所
得
制
限
未
満
の
方

▼
平
成
20
年
８
月
１
日
以
後
に
児

　童
の
年
齢
が
18
歳
に
達
す
る
場

　合
、
児
童
の
年
齢
が
18
歳
に
達

　す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

　日
ま
で
の
間
に
あ
る
こ
と

▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　①
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
そ
の

　
　母
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
児
童

　②
父
子
家
庭
の
父
お
よ
び
そ
の

　
　父
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
児
童

　③
父
母
の
な
い
児
童

　④
①
〜
③
に
準
じ
る
と
町
長
が

　
　認
め
る
方

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
住
民
課

　
　保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
０

　

■『
付
加
年
金
』制
度
に
つ
い
て

　国
民
年
金
の
年
金
額
を
も
う
少

し
引
き
上
げ
た
い
方
に
『
付
加
年

金
』
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　付
加
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

通
常
の
保
険
料
と
と
も
に
、
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め

ま
す
。
支
給
さ
れ
る
付
加
年
金
額

は
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を

納
め
た
月
数
」
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人

　①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金

　
　第
１
号
被
保
険
者

　②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な

　
　ど
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者

【
問
合
せ
】

　善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

■『
国
民
年
金
基
金
』に
つ
い
て

　『
国
民
年
金
基
金
』
は
自
営
業

者
な
ど
を
対
象
に
、
国
民
年
金
の

「
上
乗
せ
」
年
金
と
し
て
加
入
で

き
る
年
金
制
度
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人

　20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
国
民
年

　金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年

　金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る

　方
や
農
業
者
年
金
加
入
者
は
加

　入
で
き
ま
せ
ん
。
）

※
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
に
な

　っ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
年

　金
・
遺
族
一
時
金
は
支
給
さ
れ

　ま
せ
ん
。

●
『
国
民
年
金
基
金
』
相
談
会
開
催

▽
日
時
＝
10
月
13
日
（木）

　
　
　
　10
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
問
合
せ
】

　香
川
県
国
民
年
金
基
金

　☎
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

■
10
月
17
日
〜
23
日
は

　
　『薬
と
健
康
の
週
間
』で
す

　今
、
薬
を
使
用
し
て
い
る
み
な

さ
ん
は
、
薬
の
効
果
・
副
作
用
な

ど
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
い

ま
す
か
？
か
か
り
つ
け
の
薬
局
を

持
っ
て
い
ま
す
か
？
相
談
し
や
す

く
、
薬
の
情
報
や
健
康
上
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
、
い
ろ
ん
な
事
を
教

え
て
く
れ
る
「
か
か
り
つ
け
薬
局
」

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
薬
を
飲
む
と
き
の
注
意
点

　①
医
師
や
薬
剤
師
な
ど
の
専
門

　
　家
に
相
談
し
て
服
用
す
る
。

　②
薬
を
正
し
く
保
管
す
る
。

　③
服
用
時
間
、
用
法
、
用
量
な

　
　ど
を
正
し
く
守
る
。

　④
の
み
あ
わ
せ
に
注
意
す
る
。

　（
た
ば
こ
、
お
酒
、
サ
プ
リ
メ

　
　ン
ト
、
食
べ
物
や
飲
み
物
と

　
　の
の
み
あ
わ
せ
に
も
注
意
）

　
　
　
　
　
　（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
子
ど
も
手
当
の
制
度
改
正

　平
成
23
年
10
月
よ
り
、
新
た
な

子
ど
も
手
当
制
度
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
制
度
改
正
に
伴
い
、
新
た

な
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

▽
手
当
月
額

・
０
歳
〜
３
歳
未
満 

１
万
５
千
円

・
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前

　（
第
１
子
・
第
２
子
）
１
万
円

　（
第
３
子
）

　
　１
万
５
千
円

・
中
学
生

　
　
　
　
　
　１
万
円

▽
主
な
変
更
点

・
国
内
に
居
住
す
る
子
ど
も
に
支

　給
（
留
学
等
を
除
く
）

・
施
設
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も

　の
手
当
は
施
設
設
置
者
に
支
給

▽
申
請
に
つ
い
て

・
制
度
改
正
に
伴
い
、
す
べ
て
の

　受
給
者
を
対
象
と
し
て
、
新
た

　な
認
定
請
求
手
続
き
が
必
要
と

　な
り
ま
す
。

・
新
た
に
申
請
が
な
い
場
合
、
子

　ど
も
手
当
は
支
給
さ
れ
な
く
な

　り
ま
す
。

・
平
成
24
年
３
月
30
日
ま
で
に
申

　請
す
れ
ば
、
10
月
１
日
に
遡
っ

　て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
・
転
入
の
際
は
、
期
限
に

　よ
ら
ず
、
す
み
や
か
に
申
請
し

　て
く
だ
さ
い
。

※
町
福
祉
保
健
課
で
受
付
け
し
ま

　す
。
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先

　で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
申
請
者
が
厚
生
年
金
に
加
入
し

　て
い
る
場
合
は
、
保
険
証
の
コ

　ピ
ー

・
単
身
赴
任
等
で
対
象
児
童
が
町

　外
在
住
の
場
合
は
、
子
ど
も
が

　い
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

【
問
合
せ
・
申
請
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

●
第
29
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　リ
サ
イ
ク
ル
品
（
自
転
車
等
）

の
有
料
提
供
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
、
多
彩
な
催
し
物
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
６
日
（日）

　
　
　
　９
時
30
分
〜
13
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

※
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
準
備
の
た

　め
、
11
月
４
日
（金）
、
５
日
（土）
は
、

　エ
コ
丸
工
房
休
館

●
吹
き
ガ
ラ
ス
専
門
講
座

　平
成
23
年
度
後
期
受
講
生
（
初

級
、
中
級
）
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
＝
18
歳
以
上
の
方

▽
期
間
（
予
定
）

　①
水
曜
コ
ー
ス
（
全
15
回
）

　
　11
月
16
日
〜
３
月
21
日

　②
土
曜
コ
ー
ス
（
全
15
回
）

　
　11
月
12
日
〜
３
月
24
日

▽
時
間

　①
午
前
＝
10
時
〜
12
時

　②
午
後
＝
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
工
房

▽
定
員
＝
両
コ
ー
ス
と
も
各
部
６
人

※
重
複
受
講
不
可

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
材
料
費
＝
３
５
，
０
０
０
円

▽
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住

　
　所
、
②
氏
名
、
③
年
齢
、
④

　
　電
話
番
号
、
⑤
コ
ー
ス
（
水

　
　曜
ま
た
は
土
曜
）、時
間
（
午

　
　前
ま
た
は
午
後
）、初
級
ま
た

　
　は
中
級
を
記
入
の
う
え
、
お

　
　申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
10
月
19
日
（水）
必
着

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
に
ガ
ラ
ス

の
足
型
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ
ん

が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）
。

桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
10
月
は
16
日
（日）
・
23
日
（日）
実
施

※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　〒
７
６
３
‐
０
０
８
３

　丸
亀
市
土
器
町
北
１
‐
72
‐
２

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■『
行
政
相
談
週
間
』

　総
務
省
で
は
、
10
月
17
日
（月）
〜

23
日
（日）
を
『
行
政
相
談
週
間
』
と

定
め
、
行
政
相
談
所
の
開
設
な
ど

の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
の

仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、

苦
情
や
ご
意
見
・
ご
要
望
の
あ
る

方
は
、
行
政
相
談
員
が
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

▽
日
時
＝
10
月
18
日
（火）

　
　
　
　10
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
行
政
相
談
委
員
＝

　
　田
中

　和
男
（
奥
白
方
）

　
　森

　
　正
憲
（
山

　階
）

【
問
合
せ
】

　四
国
行
政
評
価
支
局
行
政
相
談
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
１
‐
３
１
０
３

■
浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
つ
い
て

　生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
、
環

境
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
浄
化
槽
。
こ
の
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
毎
年

浄
化
槽
の
保
守
点
検
、
清
掃
、
法

定
検
査
の
３
点
を
行
う
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　法
定
検
査
は
毎
年
１
回
の
水
質

検
査
な
ど
で
浄
化
槽
が
機
能
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
、
公
益
社
団
法

人
香
川
県
浄
化
槽
協
会
で
調
べ
て

も
ら
う
重
要
な
検
査
で
す
。

　浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
全
て

の
人
に
、
香
川
県
浄
化
槽
協
会
か

ら
受
検
案
内
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
検
査
料
は
、
平
成
23
年

４
月
１
日
よ
り
10
人
槽
以
下
を
従

来
の
５
，
４
０
０
円
か
ら
５
，
２

０
０
円
に
改
定
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　香
川
県
浄
化
槽
協
会

　☎
０
８
７
‐
８
８
１
‐
６
６
０
０

　香
川
県
廃
棄
物
対
策
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
２
２
４

　香
川
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　☎
０
８
７
７
‐
24
‐
９
９
６
６

《対話集会　開催予定表》

日　時

１０月　６日（木）

１９時～

１０月　７日（金）

１９時～

１０月１３日（木）

１９時～

１０月１９日（水）

１９時～

　　　場　所

福祉センター　４階

　栄町３－１－７３

農村婦人の家

　南鴨６６７－１

四箇地区公民館

　青木１２９－２

白方地区公民館

　奥白方１４０９－１

　 対象・予定人員

多度津地区に居住の方

・１００名程度

豊原地区に居住の方

・１００名程度

四箇地区に居住の方

・５０名程度

白方地区の居住の方

・８０名程度

※対話集会は、約１時間程度を予定しています。
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《
お
知
ら
せ
》

■
町
長
と
の
対
話
集
会
に
つ
い
て

　多
度
津
町
で
は
行
政
と
町
民
と

の
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
次
の

と
お
り
各
地
区
ご
と
に
、
公
民
館

等
で
対
話
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

　自
由
参
加
で
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
地
区
の
会
場
へ
、
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
町
長
公
室

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
５

■
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

　多
度
津
町
に
は
、
次
の
医
療
費

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き

等
に
つ
い
て
は
、
住
民
課
保
険
年

金
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

〔
対
象
と
な
る
要
件
〕

▼
乳
幼
児
自
身
の
住
民
票
が
多
度

　津
町
に
あ
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保

　険
の
加
入
者

▼
年
齢
が
７
歳
に
達
し
た
日
の
属

　す
る
月
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ

　る
こ
と
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は

　前
月
の
末
日
ま
で
）

●
重
度
心
身
障
害
者
等

　
　
　
　
　
　医
療
費
助
成
制
度

〔
対
象
と
な
る
要
件
〕

▼
住
民
票
が
多
度
津
町
に
あ
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保

　険
の
加
入
者

▼
平
成
20
年
８
月
１
日
以
後
で
新

　た
に
対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て

　は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　る
方
で
、
該
当
級
の
手
帳
の
交

　付
を
受
け
た
時
の
年
齢
が
65
歳

　未
満
で
あ
る
こ
と

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
〜
４

　級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
に
A
、
A
ま
た
は
Ｂ

　と
記
載
の
あ
る
方

③
戦
傷
病
者
手
帳
に
項
症
お
よ
び

　款
症
と
記
載
の
あ
る
方

●
ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　
　
　
　医
療
費
助
成
制
度

〔
対
象
と
な
る
要
件
〕

▼
住
民
票
が
多
度
津
町
に
あ
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保

　険
の
加
入
者

▼
所
得
制
限
未
満
の
方

▼
平
成
20
年
８
月
１
日
以
後
に
児

　童
の
年
齢
が
18
歳
に
達
す
る
場

　合
、
児
童
の
年
齢
が
18
歳
に
達

　す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

　日
ま
で
の
間
に
あ
る
こ
と

▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　①
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
そ
の

　
　母
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
児
童

　②
父
子
家
庭
の
父
お
よ
び
そ
の

　
　父
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
児
童

　③
父
母
の
な
い
児
童

　④
①
〜
③
に
準
じ
る
と
町
長
が

　
　認
め
る
方

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
住
民
課

　
　保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
０

　

■『
付
加
年
金
』制
度
に
つ
い
て

　国
民
年
金
の
年
金
額
を
も
う
少

し
引
き
上
げ
た
い
方
に
『
付
加
年

金
』
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　付
加
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

通
常
の
保
険
料
と
と
も
に
、
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め

ま
す
。
支
給
さ
れ
る
付
加
年
金
額

は
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を

納
め
た
月
数
」
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人

　①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金

　
　第
１
号
被
保
険
者

　②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な

　
　ど
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者

【
問
合
せ
】

　善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

■『
国
民
年
金
基
金
』に
つ
い
て

　『
国
民
年
金
基
金
』
は
自
営
業

者
な
ど
を
対
象
に
、
国
民
年
金
の

「
上
乗
せ
」
年
金
と
し
て
加
入
で

き
る
年
金
制
度
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
人

　20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
国
民
年

　金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年

　金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る

　方
や
農
業
者
年
金
加
入
者
は
加

　入
で
き
ま
せ
ん
。
）

※
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
に
な

　っ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
年

　金
・
遺
族
一
時
金
は
支
給
さ
れ

　ま
せ
ん
。

●
『
国
民
年
金
基
金
』
相
談
会
開
催

▽
日
時
＝
10
月
13
日
（木）

　
　
　
　10
時
〜
16
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
問
合
せ
】

　香
川
県
国
民
年
金
基
金

　☎
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

■
10
月
17
日
〜
23
日
は

　
　『薬
と
健
康
の
週
間
』で
す

　今
、
薬
を
使
用
し
て
い
る
み
な

さ
ん
は
、
薬
の
効
果
・
副
作
用
な

ど
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
い

ま
す
か
？
か
か
り
つ
け
の
薬
局
を

持
っ
て
い
ま
す
か
？
相
談
し
や
す

く
、
薬
の
情
報
や
健
康
上
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
、
い
ろ
ん
な
事
を
教

え
て
く
れ
る
「
か
か
り
つ
け
薬
局
」

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
薬
を
飲
む
と
き
の
注
意
点

　①
医
師
や
薬
剤
師
な
ど
の
専
門

　
　家
に
相
談
し
て
服
用
す
る
。

　②
薬
を
正
し
く
保
管
す
る
。

　③
服
用
時
間
、
用
法
、
用
量
な

　
　ど
を
正
し
く
守
る
。

　④
の
み
あ
わ
せ
に
注
意
す
る
。

　（
た
ば
こ
、
お
酒
、
サ
プ
リ
メ

　
　ン
ト
、
食
べ
物
や
飲
み
物
と

　
　の
の
み
あ
わ
せ
に
も
注
意
）

　
　
　
　
　
　（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
子
ど
も
手
当
の
制
度
改
正

　平
成
23
年
10
月
よ
り
、
新
た
な

子
ど
も
手
当
制
度
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
制
度
改
正
に
伴
い
、
新
た

な
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

▽
手
当
月
額

・
０
歳
〜
３
歳
未
満 
１
万
５
千
円

・
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前

　（
第
１
子
・
第
２
子
）
１
万
円

　（
第
３
子
）

　
　１
万
５
千
円

・
中
学
生

　
　
　
　
　
　１
万
円

▽
主
な
変
更
点

・
国
内
に
居
住
す
る
子
ど
も
に
支

　給
（
留
学
等
を
除
く
）

・
施
設
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も

　の
手
当
は
施
設
設
置
者
に
支
給

▽
申
請
に
つ
い
て

・
制
度
改
正
に
伴
い
、
す
べ
て
の

　受
給
者
を
対
象
と
し
て
、
新
た

　な
認
定
請
求
手
続
き
が
必
要
と

　な
り
ま
す
。

・
新
た
に
申
請
が
な
い
場
合
、
子

　ど
も
手
当
は
支
給
さ
れ
な
く
な

　り
ま
す
。

・
平
成
24
年
３
月
30
日
ま
で
に
申

　請
す
れ
ば
、
10
月
１
日
に
遡
っ

　て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
・
転
入
の
際
は
、
期
限
に

　よ
ら
ず
、
す
み
や
か
に
申
請
し

　て
く
だ
さ
い
。

※
町
福
祉
保
健
課
で
受
付
け
し
ま

　す
。
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先

　で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
申
請
者
が
厚
生
年
金
に
加
入
し

　て
い
る
場
合
は
、
保
険
証
の
コ

　ピ
ー

・
単
身
赴
任
等
で
対
象
児
童
が
町

　外
在
住
の
場
合
は
、
子
ど
も
が

　い
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

【
問
合
せ
・
申
請
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

●
第
29
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　リ
サ
イ
ク
ル
品
（
自
転
車
等
）

の
有
料
提
供
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
、
多
彩
な
催
し
物
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
11
月
６
日
（日）

　
　
　
　９
時
30
分
〜
13
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

※
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
準
備
の
た

　め
、
11
月
４
日
（金）
、
５
日
（土）
は
、

　エ
コ
丸
工
房
休
館

●
吹
き
ガ
ラ
ス
専
門
講
座

　平
成
23
年
度
後
期
受
講
生
（
初

級
、
中
級
）
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
＝
18
歳
以
上
の
方

▽
期
間
（
予
定
）

　①
水
曜
コ
ー
ス
（
全
15
回
）

　
　11
月
16
日
〜
３
月
21
日

　②
土
曜
コ
ー
ス
（
全
15
回
）

　
　11
月
12
日
〜
３
月
24
日

▽
時
間

　①
午
前
＝
10
時
〜
12
時

　②
午
後
＝
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
工
房

▽
定
員
＝
両
コ
ー
ス
と
も
各
部
６
人

※
重
複
受
講
不
可

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
材
料
費
＝
３
５
，
０
０
０
円

▽
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住

　
　所
、
②
氏
名
、
③
年
齢
、
④

　
　電
話
番
号
、
⑤
コ
ー
ス
（
水

　
　曜
ま
た
は
土
曜
）、時
間
（
午

　
　前
ま
た
は
午
後
）、初
級
ま
た

　
　は
中
級
を
記
入
の
う
え
、
お

　
　申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
10
月
19
日
（水）
必
着

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
に
ガ
ラ
ス

の
足
型
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ
ん

が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）
。

桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
10
月
は
16
日
（日）
・
23
日
（日）
実
施

※
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　〒
７
６
３
‐
０
０
８
３

　丸
亀
市
土
器
町
北
１
‐
72
‐
２

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■『
行
政
相
談
週
間
』

　総
務
省
で
は
、
10
月
17
日
（月）
〜

23
日
（日）
を
『
行
政
相
談
週
間
』
と

定
め
、
行
政
相
談
所
の
開
設
な
ど

の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
の

仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、

苦
情
や
ご
意
見
・
ご
要
望
の
あ
る

方
は
、
行
政
相
談
員
が
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

▽
日
時
＝
10
月
18
日
（火）

　
　
　
　10
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
行
政
相
談
委
員
＝

　
　田
中

　和
男
（
奥
白
方
）

　
　森

　
　正
憲
（
山

　階
）

【
問
合
せ
】

　四
国
行
政
評
価
支
局
行
政
相
談
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
１
‐
３
１
０
３

■
浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
つ
い
て

　生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
、
環

境
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
浄
化
槽
。
こ
の
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
毎
年

浄
化
槽
の
保
守
点
検
、
清
掃
、
法

定
検
査
の
３
点
を
行
う
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　法
定
検
査
は
毎
年
１
回
の
水
質

検
査
な
ど
で
浄
化
槽
が
機
能
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
、
公
益
社
団
法

人
香
川
県
浄
化
槽
協
会
で
調
べ
て

も
ら
う
重
要
な
検
査
で
す
。

　浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
全
て

の
人
に
、
香
川
県
浄
化
槽
協
会
か

ら
受
検
案
内
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
検
査
料
は
、
平
成
23
年

４
月
１
日
よ
り
10
人
槽
以
下
を
従

来
の
５
，
４
０
０
円
か
ら
５
，
２

０
０
円
に
改
定
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　香
川
県
浄
化
槽
協
会

　☎
０
８
７
‐
８
８
１
‐
６
６
０
０

　香
川
県
廃
棄
物
対
策
課

　☎
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
２
２
４

　香
川
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　☎
０
８
７
７
‐
24
‐
９
９
６
６

《対話集会　開催予定表》

日　時

１０月　６日（木）

１９時～

１０月　７日（金）

１９時～

１０月１３日（木）

１９時～

１０月１９日（水）

１９時～

　　　場　所

福祉センター　４階

　栄町３－１－７３

農村婦人の家

　南鴨６６７－１

四箇地区公民館

　青木１２９－２

白方地区公民館

　奥白方１４０９－１

　 対象・予定人員

多度津地区に居住の方

・１００名程度

豊原地区に居住の方

・１００名程度

四箇地区に居住の方

・５０名程度

白方地区の居住の方

・８０名程度

※対話集会は、約１時間程度を予定しています。
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白方幼稚園（合田智子
園長）の園児がブドウ
狩りを体験しました。
ブドウ園の島田さんは
「人とのふれあいが何
よりも大切」と、介護
老人保健施設の方々も招待されており、お互いにプ
レゼント交換するなど、交流しながら笑顔でおいし
そうにブドウを食べていました。

白方保育所は、毎年８月上旬に、海岸寺の海に海水浴に行
きます。
３・４・５歳児が支援センターの子どもたちと一緒に準備
体操をして海に入ります。子どもたちは、思いおもいに波
打ち際で貝を拾ったり、砂遊びをしたり、海にもぐったり
して楽しみました。
保育所に帰っても、海で見つけた貝を使って、アイディア
いっぱいの魚や船、海の生き物などができあがり、遊びが
広がりました。

さまざまな体験活動や異年齢との共同生活をとお
して、心身ともにたくましい子どもを育てること
を目的とした『わんぱく寺子屋』が、８月１９日
から２泊３日の日程で、高見島にて開催されまし
た。参加された５８名の児童は、地元の方に高見
島の話を聞いたり、漁船での「島めぐりクルージ
ング」で高見島の魅力を感じました。また、竹と
んぼやイカダづくりに挑戦するなど、友だちや各
団体の方々と協力し、多くの体験をしました。楽
しい思い出ができたとともに、児童のみなさんは
大きく成長されたようです。

● ブドウ狩りを通して交流

● 『わんぱく寺子屋』でたくましく！

● 白方保育所の子どもたちが海水浴

《
募

　
　集
》

■
成
人
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

  

メ
ン
バ
ー
募
集
！

　多
度
津
町
教
育
委
員
会
で
は
、

平
成
24
年
１
月
８
日
（日）
、
14
時
か

ら
開
催
予
定
の
『
平
成
23
年
度
多

度
津
町
成
人
式
』
の
企
画
運
営
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
新
成
人
の
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　自
分
た
ち
の
力
で
、
一
生
に
一

度
の
成
人
式
を
思
い
出
に
残
る
、

す
ば
ら
し
い
も
の
に
し
ま
せ
ん
か
。

や
る
気
あ
ふ
れ
る
新
成
人
か
ら
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
＝
平
成
３
年
４
月
２
日
〜

　
　平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
　で
成
人
式
に
参
加
予
定
の
方

※
成
人
式
当
日
ま
で
に
数
回
集
ま

　っ
て
企
画
を
行
い
、
当
日
は
運

　営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募

　く
だ
さ
い
。

※
募
集
締
め
切
り
は
10
月
21
日
（金）

　で
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
０
０

■
寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒

　
　
　
　サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ご
案
内

　ご
自
宅
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、

布
団
を
干
す
の
が
困
難
な
方
が
、

よ
り
清
潔
で
快
適
な
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
多
度
津
町
で
は
寝
具

類
の
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
＝
所
得
税
非
課
税
世
帯
で
、

　
　次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　①
75
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は

　
　重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方

　②
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

　
　の
み
の
世
帯
、
お
よ
び
こ
れ

　
　に
準
ず
る
世
帯
の
方

　③
布
団
を
干
す
の
が
困
難
な
方

▽
負
担
額
＝
１
回
当
り
６
０
０
円

　
　
　
　
　（
年
間
２
回
実
施
）

※
２
回
目
の
募
集
締
め
切
り
は
、

　

　10
月
31
日
（月）
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

ky
ouiku@

tow
n.ta
d
otsu.lg

.jp

10
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

10
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

（水）

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
、
ひ
ま
わ
り
団
地
、

め
ぐ
み
団
地
、
葛
原
団
地
、

小
塚
団
地

道
福
寺
、
桜
川
東
、
袖
、

南
鴨
、
葛
原

四
箇
地
区

白
方
地
区
、
８
区
〜
９
区

10
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
北

鴨
、
学
園
台
、
堀
江
、
若
葉
町

木・月金・火

33
・
４
４
２
５

33
・
４
４
２
５

11
／
２

11
／
１

11
／
４

　

（水）（水）

26

（木）
13

25 1424

（火）

11
（金）
28

（木）
27 21

1913４ 21
（金）

（木）

（金）（月） （火） （木）

20
（木）

20
（火）（木）（木） （金）

18
（火）
６６ ７

７

（木）
12

（水）
５

高
見

　３

　・
17

　・
31

　

佐
柳

　３

　・
10

　・
17

　・
24

　・

　
　

（月）

（月）

（月）

（月）（月）

（月）

（月）

（月）

27
（金）（金）

31

①家族・親族、ご近所の人たちと交流をもち、高額な
　買物や契約をする時は、必ず誰かに相談しましょう。
　契約を急がせるような業者はあやしいです。その場
　で契約せず、相談してからにしましょう。
②不必要な訪問販売や勧誘の人は家に上げない
　一度家に上げると、帰ってもらうのが難しくなります。
　来訪者に対してドアを開ける前に用件を聞きましょう。
③断る時は「いりません」「必要ありません」と
　はっきり言う
　断るのは最初が肝心。「結構です」などのあいまい
　な言葉ではつけ入られてしまいます。
④「甘い話にはワナがある」と思いましょう
　おいしい話ばかりして、リスクについて何の説明も
　しない業者は、まず疑ってかかるようにしましょう。
⑤仕組みが理解できないものには手を出さない
　適当な説明や、うその説明で丸め込むのが悪質業者の
　手口です。手を出さないほうが賢明です。

⑥他人に不用意にお金の話をしない
　公共の場など、不特定多数に聞かれてしまうような場所　
でのお金の相談も避けて下さい。
⑦だまされても泣き寝入りせず、できるだけ早く相談を！
　消費生活センター（６２－９６８８）などに相談して下さ
　い。条件によっては契約を無効にできたり、商品を返品で
　きる場合があります。また、早期の相談は被害拡大の防止
　にも役立ちます。

自分で財産を守る事が難しい認知症の方を守る方法の一つと
して、「成年後見制度」の利用などがあります。詳しく知り
たい方は、家庭裁判所や町役場福祉保健課、地域包括支援セ
ンターまでお問い合わせください。

悪質商法や振り込め詐欺が発生しています。高齢者の方は狙われやすいので、まわりの方も気をつけてあげて下さい。
消費者力をつけて、悪質商法を撃退しましょう！

認知症の高齢者の方を守るには

大事な財産を守る７つの対策

地域包括支援センター（☎３３－１１３８）は高齢者の方
に関する生活上の悩みや困りごとの相談窓口です。
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Information・InvitationInformation・Topics お知らせ・募集お知らせ・募集お知らせ・まちかどズームお知らせ・まちかどズーム

白方幼稚園（合田智子
園長）の園児がブドウ
狩りを体験しました。
ブドウ園の島田さんは
「人とのふれあいが何
よりも大切」と、介護
老人保健施設の方々も招待されており、お互いにプ
レゼント交換するなど、交流しながら笑顔でおいし
そうにブドウを食べていました。

白方保育所は、毎年８月上旬に、海岸寺の海に海水浴に行
きます。
３・４・５歳児が支援センターの子どもたちと一緒に準備
体操をして海に入ります。子どもたちは、思いおもいに波
打ち際で貝を拾ったり、砂遊びをしたり、海にもぐったり
して楽しみました。
保育所に帰っても、海で見つけた貝を使って、アイディア
いっぱいの魚や船、海の生き物などができあがり、遊びが
広がりました。

さまざまな体験活動や異年齢との共同生活をとお
して、心身ともにたくましい子どもを育てること
を目的とした『わんぱく寺子屋』が、８月１９日
から２泊３日の日程で、高見島にて開催されまし
た。参加された５８名の児童は、地元の方に高見
島の話を聞いたり、漁船での「島めぐりクルージ
ング」で高見島の魅力を感じました。また、竹と
んぼやイカダづくりに挑戦するなど、友だちや各
団体の方々と協力し、多くの体験をしました。楽
しい思い出ができたとともに、児童のみなさんは
大きく成長されたようです。

● ブドウ狩りを通して交流

● 『わんぱく寺子屋』でたくましく！

● 白方保育所の子どもたちが海水浴

《
募

　
　集
》

■
成
人
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

  

メ
ン
バ
ー
募
集
！

　多
度
津
町
教
育
委
員
会
で
は
、

平
成
24
年
１
月
８
日
（日）
、
14
時
か

ら
開
催
予
定
の
『
平
成
23
年
度
多

度
津
町
成
人
式
』
の
企
画
運
営
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
新
成
人
の
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　自
分
た
ち
の
力
で
、
一
生
に
一

度
の
成
人
式
を
思
い
出
に
残
る
、

す
ば
ら
し
い
も
の
に
し
ま
せ
ん
か
。

や
る
気
あ
ふ
れ
る
新
成
人
か
ら
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
＝
平
成
３
年
４
月
２
日
〜

　
　平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
　で
成
人
式
に
参
加
予
定
の
方

※
成
人
式
当
日
ま
で
に
数
回
集
ま

　っ
て
企
画
を
行
い
、
当
日
は
運

　営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募

　く
だ
さ
い
。

※
募
集
締
め
切
り
は
10
月
21
日
（金）

　で
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
０
０

■
寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒

　
　
　
　サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ご
案
内

　ご
自
宅
で
生
活
さ
れ
て
お
り
、

布
団
を
干
す
の
が
困
難
な
方
が
、

よ
り
清
潔
で
快
適
な
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
多
度
津
町
で
は
寝
具

類
の
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
＝
所
得
税
非
課
税
世
帯
で
、

　
　次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　①
75
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は

　
　重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方

　②
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者

　
　の
み
の
世
帯
、
お
よ
び
こ
れ

　
　に
準
ず
る
世
帯
の
方

　③
布
団
を
干
す
の
が
困
難
な
方

▽
負
担
額
＝
１
回
当
り
６
０
０
円

　
　
　
　
　（
年
間
２
回
実
施
）

※
２
回
目
の
募
集
締
め
切
り
は
、

　

　10
月
31
日
（月）
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

ky
ouiku@

tow
n.ta
d
otsu.lg

.jp

10
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

10
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

（水）

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
、
ひ
ま
わ
り
団
地
、

め
ぐ
み
団
地
、
葛
原
団
地
、

小
塚
団
地

道
福
寺
、
桜
川
東
、
袖
、

南
鴨
、
葛
原

四
箇
地
区

白
方
地
区
、
８
区
〜
９
区

10
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
北

鴨
、
学
園
台
、
堀
江
、
若
葉
町

木・月金・火

33
・
４
４
２
５

33
・
４
４
２
５

11
／
２

11
／
１

11
／
４

　

（水）（水）

26

（木）
13

25 1424

（火）

11
（金）
28

（木）
27 21

1913４ 21
（金）

（木）

（金）（月） （火） （木）

20
（木）

20
（火）（木）（木） （金）

18
（火）
６６ ７

７

（木）
12

（水）
５

高
見

　３

　・
17

　・
31

　

佐
柳

　３

　・
10

　・
17

　・
24

　・

　
　

（月）

（月）

（月）

（月）（月）

（月）

（月）

（月）

27
（金）（金）

31

①家族・親族、ご近所の人たちと交流をもち、高額な
　買物や契約をする時は、必ず誰かに相談しましょう。
　契約を急がせるような業者はあやしいです。その場
　で契約せず、相談してからにしましょう。
②不必要な訪問販売や勧誘の人は家に上げない
　一度家に上げると、帰ってもらうのが難しくなります。
　来訪者に対してドアを開ける前に用件を聞きましょう。
③断る時は「いりません」「必要ありません」と
　はっきり言う
　断るのは最初が肝心。「結構です」などのあいまい
　な言葉ではつけ入られてしまいます。
④「甘い話にはワナがある」と思いましょう
　おいしい話ばかりして、リスクについて何の説明も
　しない業者は、まず疑ってかかるようにしましょう。
⑤仕組みが理解できないものには手を出さない
　適当な説明や、うその説明で丸め込むのが悪質業者の
　手口です。手を出さないほうが賢明です。

⑥他人に不用意にお金の話をしない
　公共の場など、不特定多数に聞かれてしまうような場所　
でのお金の相談も避けて下さい。
⑦だまされても泣き寝入りせず、できるだけ早く相談を！
　消費生活センター（６２－９６８８）などに相談して下さ
　い。条件によっては契約を無効にできたり、商品を返品で
　きる場合があります。また、早期の相談は被害拡大の防止
　にも役立ちます。

自分で財産を守る事が難しい認知症の方を守る方法の一つと
して、「成年後見制度」の利用などがあります。詳しく知り
たい方は、家庭裁判所や町役場福祉保健課、地域包括支援セ
ンターまでお問い合わせください。

悪質商法や振り込め詐欺が発生しています。高齢者の方は狙われやすいので、まわりの方も気をつけてあげて下さい。悪質商法や振り込め詐欺が発生しています。高齢者の方は狙われやすいので、まわりの方も気をつけてあげて下さい。
消費者力をつけて、悪質商法を撃退しましょう！

認知症の高齢者の方を守るには

大事な財産を守る７つの対策

地域包括支援センター（☎３３－１１３８）は高齢者の方
に関する生活上の悩みや困りごとの相談窓口です。



多度津町福祉保健推進員   

　連絡協議会　会長副会長会   

ポリオ生ワクチン投与   

健康栄養相談   

健康栄養相談   

佐柳地区福祉保健推進員会研修会   

のびのび広場   

健康栄養相談   

離乳食講習会   

多度津地区母子愛育班班員会   

生活習慣病予防相談   

１歳６か月児健診   

ポリオ生ワクチン投与   

３歳児健診   

生活習慣病予防相談   

親子ふれあい広場「マッサージ」   

ことばの相談（要予約）   

健康フェスタ準備   

健康フェスタ準備   

健康フェスタ2011 in たどつ   

献血   

献血      

白方地区・高見佐柳地区福

祉保健推進員会合同研修会

こども相談（要予約）

乳幼児相談・ブックスタート   

健康づくり　さくら教室   

生活習慣病予防相談   

生活習慣病予防相談     
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保健だより保健だより 申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで 10月の予定10月の予定

★ポリオ生ワクチン投与対象者（３日(月)：平成22年５～９月生まれ／

　12日(水)：平成22年10月～平成23年３月生まれ）

離乳食講習会（平成23年５～６月生まれ）、１歳６か月児健診（平      

成22年２～３月生まれ）、３歳児健診（平成20年３月生まれ）、乳      

幼児相談（平成22年12月生まれの乳児と幼児）      

健セ＝保健センター／本浦＝佐柳本浦住民会館／佐柳＝佐柳いこい      

の家、高見＝高見いこいの家、福セ＝福祉センター、白公＝白方地      

区公民館、豊婦＝豊原農村婦人の家、四公＝四箇地区公民館      

   

※『林求馬邸』開館日は、10月２日（日）、11月６日（日）です。

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが

　あります。当日の新聞でお確かめください。

■ 保健センター行事予定

日曜日

9:00-11:00

13:30-14:30

10:00-11:30

12:30-13:00

13:10-14:40

9:30-12:00

14:30-15:30

13:30-15:00

10:00-11:30

13:30-15:00

13:30-14:30

13:30-14:30

13:30-14:30

13:30-15:00

10:00-11:30

9:00-11:00

9:00-17:00

9:00-17:00

9:30-14:00

10:00-12:00

13:00-14:00

9:00-13:00

9:00-16:00

9:30-10:30

10:00-11:30

13:30-15:00

13:30-15:00

３日(月)

４日(火)

５日(水)

６日(木)

７日(金)

11日(火)

12日(水)

13日(木)

14日(金)

19日(水)

20日(木)

21日(金)

22日(土)

23日(日)

25日(火)

26日(水)

27日(木)

28日(金)

健セ

健セ

本浦

佐柳

佐柳

健セ

高見

健セ

福セ

白公

健セ

健セ

健セ

豊婦

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

健セ

善通寺

香色山

健セ

健セ

福セ

福セ

四公

行　　事 時　間 場所

納期限

10月31日（月） 町県民税
国民健康保険税・介護保険料
後期高齢者医療保険料

３期
３期
４期

対象税目 期　別

■ 休日当番医

■ 納税・納付

柔道整復   10月９日　藤木接骨院（大通り）☎32-2663

■ 休館日
老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

１日、２日、８日、９日、10日、15日、16日、 
22日、23日、29日、30日、11月５日、６日 

３日、10日、11日、13日～26日、30日、 
31日、11月３日 

４日、11日、18日、25日、
11月１日

１日、４日、11日、18日、25日、
11月１日

３日、11日、17日、24日、31日、 
11月７日 

３日、11日、17日、24日、31日、 
11月４日 

桃陵クリニック

加 藤 整 形 外 科

し お か ぜ 病 院

三 宅 病 院

くるみクリニック

山 本 医 院

加 藤 病 院

（本通２）

（堀江１）

（堀江４）

（栄町２）

（北鴨２）

（大通り）

（寿　町）

10月２日

10月９日

10月10日

10月16日

10月23日

10月30日

11月３日

☎58-5588

☎32-8006

☎33-2545

☎32-2447

☎58-5050

☎32-2809

☎33-2821

●乳がん検診

日曜日

６日(木)

７日(金)

マンモグラフィ検査 視触診検診

8:45-11:00／12:45-15:00

8:45-11:00／12:45-15:00

9:30-11:00／13:00-15:00

9:30-11:00／13:00-15:00

場所＝保健センター

   

 健康づくりセミナー　　～健康生活を支援する教室～
●健康ウォーキング教室　『町内を歩いて脂肪燃焼！』
【日　時】１１月２日（水）／９時００分～１２時３０分頃
【集　合】ＪＲ多度津駅前／８時５０分
　今年は、町歩きとして、資料館、旧多度津藩家中屋敷、桃
　陵公園や道隆寺などを散策します。
　参加希望者は１０月２６日（水）までに保健センターへお
　申込みください。参加費２００円。

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障 が い 者
生活支援相談

こころの
　相談日

10月13日(木)
10:30-12:00
電話予約をお願いします

10月18日(火)
10:00-15:00

10月18日(火)
10:00-15:00

10月27日(木)
13:30-16:30

10月20日(木)
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階

社会福祉協議会

☎32-8501

福祉センター

☎33-1110／総務課

福祉センター

☎33-1110／総務課

交通事故相談 10月26日(水)
10:00-15:00

福祉センター

☎33-1110／総務課

身障者相談 10月21日(金)
13:00-15:00

福祉センター

☎32-3063／田中公敏

福祉センター

☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）

☎33-4488／福祉保健課

日　　時 場所・連絡先

■ 無料相談

●高齢者肺炎球菌ワクチン
　予防接種費用の一部助成について
　７５歳以上の町民の方は、肺炎球菌ワクチン予防接

種の助成を受けられます。

　助成券の発行には、事前に申請手続きが必要です。

接種を希望される方は、保健センターまでご連絡くだ

さい。（申請時には印鑑が必要です）

■インフルエンザの感染予防を！

　多度津町では、国の「新型インフルエンザワクチン

の接種に関する事業実施要綱」が平成２３年３月３１

日で廃止されたことに伴い、低所得者等の新型インフ

ルエンザワクチン接種自己負担金免除申請事務も終了

します。今後は通常のインフルエンザ対策へ移行され

ますので、日常的な感染予防に努めましょう。

　１．手洗い

　　指の間や手首なども

　　忘れずに洗いましょう。

　２．うがい

　　外出後は忘れずに行いましょう。

　３．マスクの着用（咳エチケット）

　　ウイルスを吸い込むことでインフルエンザに感染

　　します。

【日　時】

　①１０月　３日（月）／１３時３０分～１４時３０分

　　対象：平成２２年　５月～９月生まれ

　②１０月１２日（水）／１３時３０分～１４時３０分

　　対象：平成２１年１１月～２２年４月生まれ

【場　所】保健センター

※対象者には、９月中旬に予診票を送付しています。

※７歳半未満で、２回の投与が済んでいないお子さんも受

　けましょう。

【実施期間】平成２３年１０月１日（土）～　

　　　　　　平成２４年３月３１日（土）（休診日は除く）

【対　　象】

　①　町内に住民票のある、接種当日満６５歳以上の方

　②　町内に住民票のある、接種当日満６０歳～６５歳未満で、

　　心臓、腎臓、呼吸器の障がい、またはヒト免疫不全ウイル

　　ス障がいで、日常生活が極度に制限され、すべてに介護が

　　必要な方、および障がいで身障手帳１・２級を有する方

【医療機関】

　秋山医院、氏家内科、ウツミ整形外科、加藤病院、加藤整

　形外科、河内病院、くるみクリニック、しおかぜ病院、嶋

　田耳鼻咽喉科、桃陵クリニック、中野小児科、三宅医院、

　三宅病院、山本医院、やすらぎの森、高見・佐柳診療所

【自己負担金】１，０００円

　※健康保険証または後期高齢者医療被保険者証・身障手帳（

　１・２級該当者のみ）を持参してください。町外での接種を

　希望する場合は、事前に保健センターまでご連絡ください。

　　

予防接種について■

☆と　き：１０月２３日（日）／９時３０分～１４時（※開場は、開会式終了後）

☆ところ：町民健康センター

健康フェスタ2011 in たどつ　～一人の笑顔がみんなの笑顔～

●ポリオ生ワクチン投与

●高齢者インフルエンザ予防接種

★健康チェック！健康発見！コーナー
●医師による健康相談　●歯科健診と健口相談　●ブラッシ

ング指導・フッ素塗布（午前中）　●骨密度測定（要予約）

●肺年齢測定（要予約）　●あなたの食事をチェック　

●ストレス度チェック　　●体力測定　　●お薬相談　

●献血（１０時～１２時／１３時～１４時）

★健康に１歩前進！体験コーナー
●食育学習コーナー　●若返りヨーガ教室（午前中）　●食育

クイズコーナー●風車・竹とんぼ配布　●食育ゲーム

★知って　学んで　健康に！
●自治会自主防災組織活動展　●桃陵苑作品展示　●消防

車・救急車展示　●多度津中学校生徒考案の朝ごはんメニュー

の展示　●乾物・缶詰を使った料理試食　など

肺年齢測定・骨密度測定（無料）は予約制です
【受付期間】

　　１０月１７日（月）～２１日（金）の

　　８時３０分～１７時まで

　※肺年齢測定は先着８０名、骨密度測定は

　　先着１２０名になり次第、締め切ります。

【申 込 み】保健センター　☎３２－８５００

このほか
　●バザー　●さくらもち配布

　●うどん販売　●各団体の活動展など・・・

　食と健康に関する楽しいコーナーが
　　　　　　　　　　盛りだくさん！！
《ご家族そろってお越しください！！》

※高齢者インフルエンザ予防接種については、生活保護

   法による被保護世帯、町民税非課税世帯の方は、事前

   に免除申請を行えば、自己負担金免除になります。

●肺年齢測定　～あなたの “肺年齢” は？～
　肺年齢は、肺の健康状態を示すものです。

   ４０歳を過ぎた頃から、「肺の生活習慣病 ＣＯＰＤ

 （慢性閉塞性肺疾患）」を発症する人が増えてきます。

　肺の健康状態は目で見えません。この機会に肺の健

　康を考えましょう。



多度津町福祉保健推進員   

　連絡協議会　会長副会長会   

ポリオ生ワクチン投与   

健康栄養相談   

健康栄養相談   

佐柳地区福祉保健推進員会研修会   

のびのび広場   
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生活習慣病予防相談   
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親子ふれあい広場「マッサージ」   

ことばの相談（要予約）   

健康フェスタ準備   
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健康フェスタ2011 in たどつ   

献血   

献血      

白方地区・高見佐柳地区福
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こども相談（要予約）

乳幼児相談・ブックスタート   

健康づくり　さくら教室   

生活習慣病予防相談   

生活習慣病予防相談     
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 センター内 ☎32-8500まで 10月の予定10月の予定

★ポリオ生ワクチン投与対象者（３日(月)：平成22年５～９月生まれ／

　12日(水)：平成22年10月～平成23年３月生まれ）

離乳食講習会（平成23年５～６月生まれ）、１歳６か月児健診（平      

成22年２～３月生まれ）、３歳児健診（平成20年３月生まれ）、乳      

幼児相談（平成22年12月生まれの乳児と幼児）      

健セ＝保健センター／本浦＝佐柳本浦住民会館／佐柳＝佐柳いこい      

の家、高見＝高見いこいの家、福セ＝福祉センター、白公＝白方地      

区公民館、豊婦＝豊原農村婦人の家、四公＝四箇地区公民館      

   

※『林求馬邸』開館日は、10月２日（日）、11月６日（日）です。

※診療時間は午前９時から午後６時まで。都合で変更することが

　あります。当日の新聞でお確かめください。

■ 保健センター行事予定

日曜日

9:00-11:00

13:30-14:30

10:00-11:30

12:30-13:00

13:10-14:40

9:30-12:00

14:30-15:30

13:30-15:00

10:00-11:30

13:30-15:00

13:30-14:30

13:30-14:30

13:30-14:30

13:30-15:00

10:00-11:30

9:00-11:00

9:00-17:00

9:00-17:00

9:30-14:00

10:00-12:00

13:00-14:00

9:00-13:00

9:00-16:00

9:30-10:30

10:00-11:30

13:30-15:00

13:30-15:00

３日(月)

４日(火)

５日(水)

６日(木)

７日(金)

11日(火)

12日(水)

13日(木)

14日(金)

19日(水)

20日(木)

21日(金)

22日(土)

23日(日)

25日(火)

26日(水)

27日(木)

28日(金)

健セ
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白公
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豊婦
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健セ

健セ
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健セ
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善通寺

香色山

健セ

健セ

福セ

福セ

四公

行　　事 時　間 場所

納期限

10月31日（月） 町県民税
国民健康保険税・介護保険料
後期高齢者医療保険料

３期
３期
４期

対象税目 期　別

■ 休日当番医

■ 納税・納付

柔道整復   10月９日　藤木接骨院（大通り）☎32-2663

■ 休館日
老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

１日、２日、８日、９日、10日、15日、16日、 
22日、23日、29日、30日、11月５日、６日 

３日、10日、11日、13日～26日、30日、 
31日、11月３日 

４日、11日、18日、25日、
11月１日

１日、４日、11日、18日、25日、
11月１日

３日、11日、17日、24日、31日、 
11月７日 

３日、11日、17日、24日、31日、 
11月４日 

桃陵クリニック
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し お か ぜ 病 院
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（本通２）

（堀江１）

（堀江４）

（栄町２）

（北鴨２）

（大通り）

（寿　町）
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10月10日
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10月23日

10月30日

11月３日

☎58-5588

☎32-8006

☎33-2545

☎32-2447

☎58-5050

☎32-2809

☎33-2821

●乳がん検診
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６日(木)

７日(金)

マンモグラフィ検査 視触診検診

8:45-11:00／12:45-15:00

8:45-11:00／12:45-15:00

9:30-11:00／13:00-15:00

9:30-11:00／13:00-15:00

場所＝保健センター

 健康づくりセミナー　　～健康生活を支援する教室～
●健康ウォーキング教室　『町内を歩いて脂肪燃焼！』
【日　時】１１月２日（水）／９時００分～１２時３０分頃
【集　合】ＪＲ多度津駅前／８時５０分
　今年は、町歩きとして、資料館、旧多度津藩家中屋敷、桃
　陵公園や道隆寺などを散策します。
　参加希望者は１０月２６日（水）までに保健センターへお
　申込みください。参加費２００円。

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障 が い 者
生活支援相談

こころの
　相談日

10月13日(木)
10:30-12:00
電話予約をお願いします

10月18日(火)
10:00-15:00

10月18日(火)
10:00-15:00

10月27日(木)
13:30-16:30

10月20日(木)
午後１時30分～午後４時

町民健康センター２階

社会福祉協議会

☎32-8501

福祉センター

☎33-1110／総務課

福祉センター

☎33-1110／総務課

交通事故相談 10月26日(水)
10:00-15:00

福祉センター

☎33-1110／総務課

身障者相談 10月21日(金)
13:00-15:00

福祉センター

☎32-3063／田中公敏

福祉センター

☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）

☎33-4488／福祉保健課

日　　時 場所・連絡先

■ 無料相談

●高齢者肺炎球菌ワクチン
　予防接種費用の一部助成について
　７５歳以上の町民の方は、肺炎球菌ワクチン予防接

種の助成を受けられます。

　助成券の発行には、事前に申請手続きが必要です。

接種を希望される方は、保健センターまでご連絡くだ

さい。（申請時には印鑑が必要です）

■インフルエンザの感染予防を！

　多度津町では、国の「新型インフルエンザワクチン

の接種に関する事業実施要綱」が平成２３年３月３１

日で廃止されたことに伴い、低所得者等の新型インフ

ルエンザワクチン接種自己負担金免除申請事務も終了

します。今後は通常のインフルエンザ対策へ移行され

ますので、日常的な感染予防に努めましょう。

　１．手洗い

　　指の間や手首なども

　　忘れずに洗いましょう。

　２．うがい

　　外出後は忘れずに行いましょう。

　３．マスクの着用（咳エチケット）

　　ウイルスを吸い込むことでインフルエンザに感染

　　します。

【日　時】

　①１０月　３日（月）／１３時３０分～１４時３０分

　　対象：平成２２年　５月～９月生まれ

　②１０月１２日（水）／１３時３０分～１４時３０分

　　対象：平成２１年１１月～２２年４月生まれ

【場　所】保健センター

※対象者には、９月中旬に予診票を送付しています。

※７歳半未満で、２回の投与が済んでいないお子さんも受

　けましょう。

【実施期間】平成２３年１０月１日（土）～　

　　　　　　平成２４年３月３１日（土）（休診日は除く）

【対　　象】

　①　町内に住民票のある、接種当日満６５歳以上の方

　②　町内に住民票のある、接種当日満６０歳～６５歳未満で、

　　心臓、腎臓、呼吸器の障がい、またはヒト免疫不全ウイル

　　ス障がいで、日常生活が極度に制限され、すべてに介護が

　　必要な方、および障がいで身障手帳１・２級を有する方

【医療機関】

　秋山医院、氏家内科、ウツミ整形外科、加藤病院、加藤整

　形外科、河内病院、くるみクリニック、しおかぜ病院、嶋

　田耳鼻咽喉科、桃陵クリニック、中野小児科、三宅医院、

　三宅病院、山本医院、やすらぎの森、高見・佐柳診療所

【自己負担金】１，０００円

　※健康保険証または後期高齢者医療被保険者証・身障手帳（

　１・２級該当者のみ）を持参してください。町外での接種を

　希望する場合は、事前に保健センターまでご連絡ください。

　　

予防接種について■

☆と　き：１０月２３日（日）／９時３０分～１４時（※開場は、開会式終了後）

☆ところ：町民健康センター

健康フェスタ2011 in たどつ　～一人の笑顔がみんなの笑顔～

●ポリオ生ワクチン投与

●高齢者インフルエンザ予防接種

★健康チェック！健康発見！コーナー
●医師による健康相談　●歯科健診と健口相談　●ブラッシ

ング指導・フッ素塗布（午前中）　●骨密度測定（要予約）

●肺年齢測定（要予約）　●あなたの食事をチェック　

●ストレス度チェック　　●体力測定　　●お薬相談　

●献血（１０時～１２時／１３時～１４時）

★健康に１歩前進！体験コーナー
●食育学習コーナー　●若返りヨーガ教室（午前中）　●食育

クイズコーナー●風車・竹とんぼ配布　●食育ゲーム

★知って　学んで　健康に！
●自治会自主防災組織活動展　●桃陵苑作品展示　●消防

車・救急車展示　●多度津中学校生徒考案の朝ごはんメニュー

の展示　●乾物・缶詰を使った料理試食　など

肺年齢測定・骨密度測定（無料）は予約制です
【受付期間】

　　１０月１７日（月）～２１日（金）の

　　８時３０分～１７時まで

　※肺年齢測定は先着８０名、骨密度測定は

　　先着１２０名になり次第、締め切ります。

【申 込 み】保健センター　☎３２－８５００

このほか
　●バザー　●さくらもち配布

　●うどん販売　●各団体の活動展など・・・

　食と健康に関する楽しいコーナーが
　　　　　　　　　　盛りだくさん！！
《ご家族そろってお越しください！！》

※高齢者インフルエンザ予防接種については、生活保護

   法による被保護世帯、町民税非課税世帯の方は、事前

   に免除申請を行えば、自己負担金免除になります。

●肺年齢測定　～あなたの “肺年齢” は？～
　肺年齢は、肺の健康状態を示すものです。

   ４０歳を過ぎた頃から、「肺の生活習慣病 ＣＯＰＤ

 （慢性閉塞性肺疾患）」を発症する人が増えてきます。

　肺の健康状態は目で見えません。この機会に肺の健

　康を考えましょう。



【多度津町ホームページ】http://www.town.tadotsu.kagawa.jp
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◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室     33－1115

●『町の人口』について
   毎月掲載している『町の人口』については、現在『平
　成２２年国勢調査』の集計作業を行っていますので、
　集計結果が発表され次第、掲載を再開します。

■新着図書　ご案内

　    　著・須藤 孝光／新潮社
　　 資料を掘り起こし、真実を伝えるドキュメントノベル。
　　　 日本がいま、最も欲しい男。
　　 再生への命運がかかる１９５１年、この男が大鉈を振るう！
　　 商工省解体、通産省発足、電力再編、平和条約－。
　　 やるべきことの信念は曲げず、手柄は他人へ。
　　 既得権益をばっさり斬り、現場を信じつづけた手腕を見よ！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　著・北 康利／講談社　
       不思議な存在感の持ち主…。それが 白洲次郎氏であった。
      その人物がどんな風に育ち、人格を形成していったかを、
      話題豊かに展開していく快著である。　（城山 三郎  評）

　　　　　　　　　　　　　　　　著・青柳 恵介／新潮社

■10月の行事
　★おはなし会『ひまわり』
　　　１０月８日（土）   １４時～14時30分
　※今月の『ライブラリーこぐま』は、お休みです

■臨時休館のお知らせ
　図書の整理のため、ご迷惑をおかけしますが、
１０月１３日（木）～２６日（水）は、休館します。
ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

２５６冊
４，６６７人
８，４８７冊

３４人

『白洲次郎　日本を復興させた男』

『白洲次郎　占領を背負った男』　

■8月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

■町民会館からお知らせ　  ☎３３－３３３０
●劇団四季ミュージカル“ユタと不思議な仲間たち”
【日　時】　　　　　　　　【料　金】
　１１月５日（土）　　　　　Ｓ席　４，２００円
　開場１８時００分　　　　　Ａ席　３，１５０円
　開演１８時３０分　　　　（税込み）★全席指定

　舞台は東北の山奥の村。勇太は東京から母の故郷の村
に転校してくる。
　村の子ども達からいじめられ、故郷に帰って村の言葉
を話すようになった母はなんだか遠くなったよう。
　一人ぼっちのユタは村の老人から聞いた不思議な言い
伝えに残る「座敷わらし」と出会い、生きる事の素晴ら
しさを学んでいく。
　みんなは一人のために
　　一人はみんなのために
　いじめ問題に真正面から取り
組んだ劇団四季オリジナルミュ
ージカル。
　生きる勇気がわいています。
　どうぞご鑑賞下さい。
 （チケット発売中！）　

■資料館だより
●『林良斎展』開催
【期　間】１０月１日（土）～１１月３０日（水）
【場　所】多度津町立資料館
【時　間】９時～１６時３０分

篤信好学の人・林良斎を偲ぶ　～『林良斎展』に寄せて～
　多度津藩家老職の林家７代良斎は、幼少より儒学・詩
文を学び、病身のための隠居後も、大塩平八郎中斎の私
塾「洗心洞」で陽明学を学ぶ。のち、中斎が多度津を訪
ね、さらに良斎が大坂に出向いて知行合一や致良知の教
えを受けている。師恩友益に恵まれた晩年の良斎は、私
塾「弘濱書院」を多度津堀江に開き、その高邁な思想のも
とに藩士や一般子弟の教育に尽力した。由緒ある書院は
林求馬邸内に復元されている。
　良斎関係の史・資料を、
一堂に展覧する『林良斎展』
のご高覧を！　
（財）多度津文化財保存会
　（写真は、林良斎の墓碑。多度津町本通　勝林寺境内墓地）

●

●

『風の男　白洲次郎』　●

■こんなん　ありました♪

■ちょっと　ついでに♪
　旧白洲邸「武相荘（ぶあいそう）」　≪東京都町田市≫
　　～白洲次郎と正子が終の住み処とした
　　　　　　　邸宅が一般公開されております～
　昭和１８年より、白洲夫婦が手を入れながら大切に
住んでいた茅葺き屋根の母屋。その展示をメインに、
当時の暮らしぶりを、四季折々のしつらえで紹介して
います。展示品は庭の石仏や石塔、調度品や樹木にい
たるまで、屋敷にあるすべてを芸術とみなし、センス
あふれる暮らしぶりが垣間見えます。　
http：//www．buaiso．com/

（関連記事・・・・・・・１３Ｐ）

●  『第２１回　わんぱく寺子屋』●  『第２１回　わんぱく寺子屋』
ちりょうち


